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ナレッジエース





WordPressからnanocに移行しました


Created at: 2012-05-03 | Tags: info


Ruby製静的CMSのnanocを使ってブログを作り直してみました。


併せて使った技術は以下のとおり。



	HTMLテンプレートエンジン : haml

	CSSテンプレートエンジン : sass

	CSSフレームワーク : compass

	CSSグリッドレイアウト : susy

	Markdown変換 : redcarpet

	シンタックスハイライト : coderay




旧ブログの記事はそのまま残しておきます。











ナレッジエース





nanoc導入メモ 1/5 「Getting Started」編


Created at: 2012-05-03 | Tags: nanoc


nanocはRubyで書かれた静的CMS(Content Management System)です。HTMLの生成をローカルで行い、サーバ側には静的HTMLのみを配置します。


似たようなツールで有名どころとしてはOctopressがありますが、nanocの方がより柔軟にカスタマイズできそうな印象だったのでこちらを選びました。


ちなみに、Ruby製静的CMSは他にもいくつかあるようです。



	Nanoc以外の静的サイト生成ツールを調べてみた | ひげろぐ

	nebel で静的サイト作成 - Gosuke Miyashita




それでは、まずは公式のGetting Startedから要点をまとめて紹介します。


nanocのインストール


nanocを使うためにはRuby 1.8.6 以上(1.9含む)とgemがインストールされている必要があります。以下のコマンドでそれぞれバージョンが表示されることを確認します。


> ruby -v
> gem --version



nanocのインストールはgemで一発です。


> gem install nanoc
> nanoc --version



Getting Started


Requirements


Markdownの変換に使用するkramdownと、サイトのプレビューに使用するadsfをそれぞれgemでインストールします。


> gem install kramdown
> gem install adsf



Creating a Site


tutorialサイトのひな形を作成します。以下のコマンドでカレントフォルダに「tutorial」フォルダが作成され、その中にひな形のファイルが生成されます。


> nanoc create_site tutorial



標準のファイル構成は以下のようになっています。


content/    : コンパイル元となるコンテンツ
layouts/    : レイアウト
lib/        : コンパイル時に読み込まれるヘルパ等のカスタムコード
output/     : コンパイルされたデータ
tmp/        : コンパイル用に使用される一時領域
config.yaml : サイト設定
Rules       : コンパイル、ルーティング、レイアウトのルール



Compiling the Site


作成されたtutorialフォルダに移動し、tutorialサイトをコンパイルすることで、outputフォルダの中にHTMLが生成されます。


> cd tutorial
> nanoc compile



ローカルサーバを起動し、ブラウザから「http://localhost:3000/」にアクセスすると表示が確認できます。


> nanoc view



初期表示はこんな感じ。なお、標準でcssが絶対パスで指定されているため、直接htmlを開いた場合はスタイルシートが適用されずに表示されます。


[image: nanoc初期表示]



ローカルサーバはCtrl+c→yで停止できます。


Editing the Home Page


「content/index.html」の末尾に以下を追加して再度コンパイルしてみましょう。


<p>This is a brand new paragraph which I've just inserted into this file! Gosh, I can barely control my excitement!</p>



結果が反映されたことが確認できるはずです。


> nanoc compile
> nanoc view



Adding a Page


ページを追加するコマンドとして「create_item」が用意されています。このコマンドは単純に「content」フォルダ配下にテキストファイルを作成するだけなので、手動でテキストファイルを作成しても構いません。


> nanoc create_item about
> nanoc compile
> nanoc view



Customizing the Layout


作成した「content/about.html」冒頭のメタデータセクションに以下を追加します。メタデータセクションはYAMLのフォーマットに従って記述してください。


author: "John Doe"



続いて「layouts/default.thml」のbody内に以下を追加します。


<% if @item[:author] %>
  <p>This page was written by <%= @item[:author] %>.</p>
<% end %>



コンテンツで設定した属性値をレイアウトで使用できることが分かります。


> nanoc compile
> nanoc view



Writing Pages in Markdown


「content/index.html」の本文を以下のMarkdown書式の内容で置き換えます。


A First Level Header
====================

A Second Level Header
---------------------

Now is the time for all good men to come to
the aid of their country. This is just a
regular paragraph.

The quick brown fox jumped over the lazy
dog's back.

### Header 3

> This is a blockquote.
> 
> This is the second paragraph in the blockquote.
>
> ## This is an H2 in a blockquote



「Rules」ファイルの「compile '*' do … end」より前に以下のコードを追加します。


compile '/' do
  filter :kramdown
  layout 'default'
end



これによりトップページのみにMarkdownのフィルタが適用されます。


> nanoc compile
> nanoc view



Writing some Custom Code


「content/about.html」のメタデータセクションに以下を追加します。


tags: [foo, bar, baz]



「lib/default.rb」に以下のコードを記述します。


include Nanoc::Helpers::Tagging



「layouts/default.html」の「<%= yield %>」行の上に以下のコードを追加します。


<p>Tags: <%= tags_for(@item, {:base_url => "/tags/"}) %></p>



設定したタグが表示されることを確認します。


> nanoc compile
> nanoc view



おわりに


「Getting Started」編は以上です。このあとは「Basic Concepts」編と「カスタマイズ」編を予定していますので興味のある方は引き続きお付き合い下さい。


連載一覧



	nanoc導入メモ 1/5 「Getting Started」編

	nanoc導入メモ 2/5 「Basic Concepts」編

	nanoc導入メモ 3/5 「カスタマイズ」編

	nanoc導入メモ 4/5 「Markdown独自拡張」編

	nanoc導入メモ 5/5 「運用効率化バッチ」編
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nanoc導入メモ 2/5 「Basic Concepts」編


Created at: 2012-05-04 | Tags: nanoc


第一回の「Getting Started」編に続き、
今回はnanoc公式のBasic Conceptsから要点を紹介します。


完全な日本語訳ではなく、大幅に端折っているので詳しく知りたい方は原文の方も併せてご覧ください。


Basic Concepts


The Commandline Tool


nanocの標準ヘルプと、サブコマンド毎のヘルプをそれぞれ以下のコマンドで参照できます。


> nanoc help
> nanoc help コマンド名



create_siteした後で主に使用するコマンドは「compile(コンパイルする)」「view(ローカルサーバを立ち上げる)」「autocompile(オートコンパイル＋ローカルサーバ)」の3つです。


autocompileコマンドはコンテンツの変更を検出して自動的に再コンパイルを行なってくれます。autocompileを使用するためには追加でmime-typesのgemが必要になります。


> gem install mime-types
> nanoc autocompile



Sites


「Getting Started」編にも載せましたが、サイトのファイル構成は以下のようになります。


content/    : コンパイル元となるコンテンツ
layouts/    : レイアウト
lib/        : コンパイル時に読み込まれるヘルパ等のカスタムコード
output/     : コンパイルされたデータ
tmp/        : コンパイル用に使用される一時領域
config.yaml : サイト設定
Rules       : コンパイル、ルーティング、レイアウトのルール



「config.yaml」の主な設定内容は以下のとおりです。


# テキストファイルとして処理する拡張子(リストにないファイルはバイナリ扱いとなる)
text_extensions: [ 'css', 'erb', 'haml', 'htm', 'html', 'js', 'less', 'markdown', 'md', 'php', 'rb', 'sass', 'scss', 'txt', 'xhtml', 'xml', 'coffee' ]

# 出力先ディレクトリ(絶対パス・相対パス可)
output_dir: output

# サーバでインデックスファイルとして認識されるファイル名(プリティURLのために使用される)
index_filenames: [ 'index.html' ]

# コンパイル前後比較用のdiff出力有無
enable_output_diff: false

prune:
  # output先で不要となったファイルの自動削除(安全のために既定でOFF)
  auto_prune: false

  # auto_pruneで除外するファイル(output先のバージョン管理をしている場合など)
  exclude: [ '.git', '.hg', '.svn', 'CVS' ]



Items


各アイテムは標準で以下の属性を持っています。


:filename         : ファイル名
:content_filename : コンテンツファイル名
:meta_filename    : メタファイル名
:extension        : ファイル拡張子



Layouts


レイアウトでは以下の変数が使用できます。


@item     : コンパイルされるカレントコンテンツ
@items    : コンパイルされる全コンテンツのリスト
@layout   : コンパイルされるカレントレイアウト
@layouts  : コンパイルされる全レイアウトのリスト
@config   : サイト設定のハッシュ
@site     : サイト



レイアウトは以下の方法で部分化することができます。


「lib/default.rb」に以下のコードを追加します。


include Nanoc::Helpers::Rendering



任意の内容で「layouts/head.html」を作成し、「layouts/default.html」に以下を記述します。


<%= render 'head' %>



Rules


「Rules」ファイルでは「compile」「route」「layout」のルールを指定します。各ルールは複数定義でき、最初にマッチしたルールが一度だけ適用されます。


Compilation Rules


コンパイルルールではコンテンツに対して適用するフィルタとレイアウトを指定します。複数のフィルタを順に適用することも可能です。


compile '/samples/three/' do
  filter :erb
  layout '/shiny/'
  filter :rubypants
end



Routing Rules


ルーティングルールでは、各コンテンツをどのようにoutputに出力するかを指定します。標準では以下のルーティングルールにより「contents/stylesheet.css」が「output/style.css」にコンパイルされます。


route '/stylesheet/' do
  '/style.css'
end

route '*' do
  if item.binary?
    # Write item with identifier /foo/ to /foo.ext
    item.identifier.chop + '.' + item[:extension]
  else
    # Write item with identifier /foo/ to /foo/index.html
    item.identifier + 'index.html'
  end
end



この記述(上3行)をコメントアウトすると、「contents/stylesheet.css」は通常コンテツと同様に「output/stylesheet/index.index」としてコンパイルされてしまいます。


Layouting Rules


レイアウトルールでは、レイアウトに対して適用するフィルタを指定します。


layout '/default/', :haml, :format => :html5
layout '*', :erb



おわりに


ここまでnanocの公式ドキュメントからnanocの使い方について紹介してきました。次回「カスタマイズ」編では、いよいよ具体的なカスタマイズ方法について説明します。


連載一覧



	nanoc導入メモ 1/5 「Getting Started」編

	nanoc導入メモ 2/5 「Basic Concepts」編

	nanoc導入メモ 3/5 「カスタマイズ」編

	nanoc導入メモ 4/5 「Markdown独自拡張」編

	nanoc導入メモ 5/5 「運用効率化バッチ」編
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nanoc導入メモ 3/5 「カスタマイズ」編


Created at: 2012-05-05 | Tags: nanoc


nanocはデフォルトでは極めてシンプルな静的Webサイトを生成するだけですが、
付属のヘルパを利用することで新着記事表示やタグ分類機能などが使用できるようになります。


また、hamlやsassといったDSLを利用することでサイトの構築・メンテナンスを効率化したり、
Markdownおよび独自のフィルタによって記事作成時の手間を軽減することができます。


今回は、このサイトを構築するにあたり実施したカスタマイズの一部を紹介します。


Markdown, Haml, Sassのフィルタを適用する


まずはサイト構築にあたり面倒なHTMLとCSSのコーディングを避けるためにMarkdown, Haml, Sassを使えるようにします。


Markdownパーサのインストール


Markdownパーサの実装はたくさんあるので迷うところですが、私は多機能かつ処理の早そうなRedcarpetを選びました。Markdownパーサの種類については以下のページが参考になります。



	Rubyで使えるMarkdownパーサー | ひげろぐ

	Markdown interpreter on Ruby - Please Sleep




RedcarpetはC実装を含むためインストールにはDevKitが必要です。RubyInstaller - Downloadsからダウンロードして以下のコマンドでインストールします。


> ruby dk.rb init
config.ymlが生成されるので末尾にRubyのインストールディレクトリを追加
    - C:/path/to/ruby-install-dir
> ruby dk.rb install
> gem install redcarpet



Haml, Sassのインストール


HamlとSassはインデントでタグの入れ子構造を表すテンプレート言語です。SassにはSCSSというCSSの文法に近づけた派生版がありますが、Sassの方が記述量が少なくて済むのでおすすめです。


> gem install haml
> gem isstall sass



フィルタの適用


「Rules」ファイルを以下のように編集することで、コンテンツの拡張子を基に各フィルタを適用することができます。


compile '*' do
  if item.binary?
    # don't filter binary items
  else
    case item[:extension]
      when 'md'
        filter :redcarpet, :options => {:fenced_code_blocks => true}
        layout 'default'
      when 'haml'
        filter :haml
        layout 'default'
      when 'sass'
        filter :sass
    end
  end
end

route '*' do
  if item.binary?
    item.identifier.chop + '.' + item[:extension]
  else
    case item[:extension]
      when 'sass'
        item.identifier.chop + '.css'
      else
        item.identifier + 'index.html'
    end
  end
end

layout '*', :haml, :ugly => true



最後のlayoutルールでhamlのフィルタに設定している「:ugly => true」オプションは、出力するHTMLのインデントを取り除くもので、preタグに余計な空白が入ることを防ぐために必要になります。(参考：Markdown and code block indentation - nanoc | Google グループ)


CSSフレームワークのCompassとsusyを利用する


グリッドレイアウトのCSSフレームワークを使用することでクロスブラウザ対応のnカラムレイアウトを簡単に実現することができます。


グリッドレイアウトのフレームワークとしてはBlueprintが有名ですが、今回はよりシンプル？なsusyを利用してみました。(なおBlueprintが固定幅なのに対し、susyは可変幅という特徴があるようです)


Compass, susyのインストール


susyはCompassのプラグインとして実装されているため、先にCompassをインストールしておきます。
Compassではsassで利用できる便利なMix-inが多数定義されています。


> gem install compass
> gem install compass-susy-plugin



以下のコマンドでsusyを使ったCompassプロジェクトのひな形を生成しておきます。


> compass create myproject -r susy -u susy -x sass



Compass, susyの適用


nanocのサイトフォルダに「.compass」フォルダを作成し、上記の「compass create」で生成された「config.rb」をコピーし、設定をnanocに合わせ変更します。


# Require any additional compass plugins here.
require 'susy'

# Set this to the root of your project when deployed:
http_path = "/"
project_path = File.expand_path(File.join(File.dirname(__FILE__), '..'))
css_dir = "output/stylesheets"
sass_dir = "content/stylesheets"
images_dir = "content/images"

# You can select your preferred output style here (can be overridden via the command line):
output_style = :compressed

# To enable relative paths to assets via compass helper functions. Uncomment:
# relative_assets = true

# To disable debugging comments that display the original location of your selectors. Uncomment:
line_comments = false

preferred_syntax = :sass



また、「sass」フォルダにある「screen.sass」と「_base.sass」を「content/stylesheets」配下にコピーします。以降、スタイルは「screen.sass」に記述します。


Rulesに以下を追加することでCompassとsusyが利用可能になります。


require 'compass'

Compass.add_configuration "#{File.dirname(__FILE__)}/.compass/config.rb"
sass_options = Compass.sass_engine_options

compile '*' do
  if item.binary?
    # don't filter binary items
  else
    case item[:extension]
      # ～～～中略～～～
      when 'sass'
        filter :sass, sass_options.merge(:syntax => item[:extension].to_sym)
    end
  end
end



susyのグリッドレイアウトは各要素に「full」「columns」「alpha(左寄せ)」「omega(右寄せ)」といったMix-inを加えることで定義します。


参考までに、当サイトのレイアウトは以下のようになっています。


#page
  +container
  #header
    +full
  #nav
    +full
  #section
    +columns(8)
    +alpha
  #sidebar
    +columns(4)
    +omega
    #side_left_nav
      +columns(2,4)
      +alpha(4)
    #side_right_ad
      +columns(2,4)
      +omega(4)
  #footer
    +full



Bloggingヘルパ、Taggingヘルパを利用する


ブログに必要な「トップページ・サイドバーへの新着記事表示」「RSS配信」「アーカイブページ」「タグ機能」などを実装していきます。


「lib/default.rb」で以下のヘルパをincludeしておきます。なお、下記の一行目はRuby1.9のマジックコメント、末尾はraise_encoding_error対策です。


# coding: utf-8

include Nanoc::Helpers::Blogging
include Nanoc::Helpers::LinkTo
include Nanoc::Helpers::Tagging

Encoding.default_external = 'UTF-8'



Nanoc::Helpers::Blogging


Bloggingヘルパでは記事となるコンテンツに「kind: article」と「created_at: <タイムスタンプ>」の属性を加えることになっています。


各記事で毎回これらの属性を指定するのは面倒なので、「Rules」に以下を追加して「articles」フォルダ配下のコンテツに自動的に属性を設定するようにしました。(ファイル名の先頭を「YYYY-MM-DD」とする前提です)


preprocess do
  articles = items.select {|item| item.identifier =~ %r|^/articles/.*/|}
  articles.each do |item|
    item.attributes[:kind] ||= "article"
    item.attributes[:created_at] ||= item.identifier.match(/\d\d\d\d-\d\d-\d\d/).to_s
  end
end



新着記事表示


トップページを表示する「content/index.haml」は以下のように記述します。当サイトでは記事本文のh3以降を「続きを読む」で表示するようにしています。


- sorted_articles[0, 6].each do |article|
  %h2 #{link_to(article[:title], article.path)}
  - if article_desc_match_data = article.compiled_content.match(/^.*?(?=<h3>)/m)
    = article_desc_match_data.to_s
    %p.readmore
      = link_to("記事の続きを読む &raquo;", article.path)
  - else
    = article.compiled_content



サイドバーに新着記事のリストを表示するには「layouts/default.haml」で以下のように記述します。


%h2 Recent posts
%ul.recent_posts
  - sorted_articles[0, 6].each do |article|
    %li #{link_to(article[:title], article.path)}



RSS配信


RSS配信(Atom feedの生成)を行うためには追加でbuilderのgemが必要です。


> gem install builder



まず、「config.yaml」でAtom feedの生成に使われる属性を設定します。


base_url: http://n.blueblack.net
title: ナレッジエース
author_name: nase
author_uri: http://n.blueblack.net



次に「content/atom_feed.erb」を以下の内容で作成します。


<%= atom_feed :limit => 6 %>



また、「Rules」に以下のルールを追加します。


compile '/atom_feed' do
  filter :erb
end

route '/atom_feed' do
  '/atom_feed.xml'
end



最後に「layouts/default.haml」のhead内に以下を追加して完了です。


%link{:rel => "alternate", :type => "application/atom+xml", :title => "Atom feed", :href => "/atom_feed.xml"}/



アーカイブページ


過去記事を月毎の一覧で出力する方法を紹介します。(参考：Using nanoc to create a list of blog articles, sorted by month and year)


「lib/default.rb」に以下のメソッドを追加します


def grouped_articles
  sorted_articles.group_by do |a|
    [ Time.parse(a[:created_at]).year, Time.parse(a[:created_at]).month ]
  end.sort.reverse
end



以下の内容で「content/archives.haml」を作成すれば月毎に記事一覧が表示されます。


%h2 記事一覧
- grouped_articles.each do |yearmonth, articles_this_month|
  %h3 #{yearmonth.first}年#{yearmonth.last}月
  %ul
    - articles_this_month.each do |article|
      %li
        %span #{Time.parse(article[:created_at]).strftime("%d日")}
        = link_to(article[:title], article.path)



Nanoc::Helpers::Tagging


Taggingヘルパの基本的な利用方法は「Getting Started」編の「Writing some Custom Code」で見たとおりです。


当サイトではNanoc のカスタマイズ - タグを管理するで公開されているタグ毎の記事数をカウントするメソッドを使わせていただいています。(「lib/default.rb」に以下を追記)


module TagUtil
  def count_by_tag(items = nil)
    items = @items if items.nil?
    count_by_tag = Hash.new(0)
    items.each do |item|
      if item[:tags]
        item[:tags].each do |tag|
          count_by_tag[tag] += 1
        end
      end
    end
    count_by_tag
  end
end
include TagUtil



「layouts/default.haml」は以下のようになります。


#article
  - if @item[:kind] == 'article'
    %h2 #{link_to(@item[:title], @item.path)}
    %p.article_meta Created at: #{@item[:created_at]} Tags: #{tags_for(@item, {:base_url => "/tags/index.html#"})}
  = yield
-#～～～中略～～～
#sidebar
  -#～～～中略～～～
  %h2 Tags
  - tags = count_by_tag(@items)
  - if tags
    %ul
      - tags.sort_by{|e| e[0]}.each do |k, v|
        %li #{link_for_tag(k, "/tags/index.html#")} x #{v}
  - else
    %p (none)



生成するページ数を削減するためタグ毎の記事一覧はまとめて一つのページに出力し、ページ内のアンカーにリンクするようにしています。タグ毎の記事一覧となる「content/tags.haml」の内容は以下のとおりです。


%h2 タグ一覧
- tags = count_by_tag(@items)
- if tags
  - tags.sort_by{|e| e[0]}.each do |k, v|
    %h3{'id' => "#{k}"} #{link_for_tag(k, "/tags/index.html#")} x #{v}
    %ul
      - items_with_tag(k).sort_by{|e| e[:created_at]}.reverse.each do |item|
        %li= link_to(item[:title], item.path)
- else
  %p (none)



おわりに


予想以上に長くなってきたので「カスタマイズ」編は以上とします。書ききれなかった部分について、「Markdown独自拡張」編と「運用効率化バッチ」編として別途掲載します。
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	nanoc導入メモ 1/5 「Getting Started」編

	nanoc導入メモ 2/5 「Basic Concepts」編

	nanoc導入メモ 3/5 「カスタマイズ」編

	nanoc導入メモ 4/5 「Markdown独自拡張」編

	nanoc導入メモ 5/5 「運用効率化バッチ」編
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nanoc導入メモ 4/5 「Markdown独自拡張」編


Created at: 2012-05-05 | Tags: nanoc


nanocの醍醐味は、なんといってもRubyによるカスタマイズで記事の作成を効率化したり、挙動を細かく調整できることです。


ここでは番外編として、記事の作成に深く関わるMarkdown周辺のカスタマイズを紹介します。


日本語Markdown


Markdownの見出しは通常#の連続やアンダーラインで表しますが、当サイトでは日本語のテキストでよく使われる「■」と「●」で代用しています。


実装は「lib/default.rb」で文字列を置き換えるフィルタを定義し、「Rules」でMarkdownのフィルタより先に適用するだけです。


class JpMarkdownFilter < Nanoc::Filter
  identifier :jp_markdown_filter

  def run(content, params={})
    mod_content = content.gsub(/^■/, '### ')
    mod_content = mod_content.gsub(/^●/, '#### ')
  end
end



ちなみに、「■」は「ｓ」、「●」は「ｍ」でIMEに辞書登録しておけば簡単に入力できます。


リンクを新規ウィンドウで開く


Redcarpetにはリンクを「target ="_blank"」で新しいウィンドウで開くための機能はありません。以下のようにして独自のレンダを用意することで常に新規ウィンドウで開くように変更できます。(参考：Issue #85: :auto_link => target=_blank ・ tanoku/redcarpet ・ GitHub)


require "redcarpet"
require "cgi"

class MyRedcarpetRenderer < Redcarpet::Render::XHTML
  def link(link, title, alt_text)
    "<a href=\"#{CGI::escapeHTML(link)}\" target=\"_blank\">#{alt_text}</a>"
  end
end



Redcarpetのレンダは、フィルタ適用時の「:renderer」オプションで指定します。


compile '*' do
  if item.binary?
    # don't filter binary items
  else
    case item[:extension]
      when 'mkd'
        filter :jp_markdown_filter
        filter :redcarpet, :options => {:fenced_code_blocks => true},
                           :renderer => MyRedcarpetRenderer
        layout 'default'
        # ～～～中略～～～
    end
  end
end



コードハイライトを行う


Redcarpetの独自レンダに以下を追加することでCodeRayを使った「:fenced_code_blocks」のコードハイライトが可能になります。(参考：Redcarpet のシンタックスハイライトに CodeRay を使う - すぱぶらの日記)


require "redcarpet"
require "coderay"

class MyRedcarpetRenderer < Redcarpet::Render::XHTML
  # ～～～中略～～～
  def block_code(code, language)
    if language then
      CodeRay.scan(code, language).div
    else
      "\n<pre><code>#{code}</code></pre>\n"
    end
  end
end



CodeRayはgemでインストールしておく必要があります。


> gem install coderay



画像のサイズを取得し、Highslide JSで表示する


Highslide JSは画像をスムーズに拡大表示することのできるJavaScirptライブラリです。当サイトでは記事本文に挿入する画像の縦横サイズを自動的に取得し、このHighslide JSで表示するようにしています。


[image: sample picture]



Rmagickのインストール


まず、画像のサイズを取得するためにRmagickインストールをインストールします。Rmagickのインストールには、先にImageMagickのインストールが必要です。(参考：Ruby 1.9.2 how to install RMagick on Windows? - Stack Overflow)


ImageMagick: Install from Binary DistributionからWindows用のバイナリをダウンロードし、インストールオプションの「development headers and libraries」にチェックして空白を含まないパスにインストールします。


ユーザ環境変数に以下を追加します。


CPATH=C:\path\to\ImageMagick\include
LIBRARY_PATH=path\to\ImageMagick\lib



gemでrmagickをインストールします。


> gem install rmagick



私の環境では使用時に「CORE_RL_Magick_.dllが見つからない」旨のエラーが出ましたがvcredist_x86.exeをインストールして再起動したら使用可能になりました。(参考：RMagickをインストールした。 | aruy.net)


Highslide JSの導入


Highslide JSの使い方はダウンロードしたファイルに含まれるサンプルを見ればだいたい分かると思います。


「graphics」内の画像をnanocの「content/images/highslide」に、「highslide.js」を「content/javascripts」に、「highslide.css」と「highslide-ie6.css」を「content/stylesheets」にそれぞれコピーします。


なお、「loader.gif」の画像は使用しないため削除します。(削除しないと「loader.white.gif」と名前が被るためコンパイル時にエラーになります)


以下の内容で「layouts/partial_htmls/highslide.erb」を作成し、「layouts/default.haml」のhead内からrenderで読み込みます。


<script type="text/javascript" src="/javascripts/highslide.js"></script>
<link rel="stylesheet" type="text/css" href="/stylesheets/highslide.css" />
<!--[if lt IE 7]>
<link rel="stylesheet" type="text/css" href="/stylesheets/highslide-ie6.css" />
<![endif]-->
<script type="text/javascript">
    hs.graphicsDir = '/images/highslide/';
    hs.outlineType = 'rounded-white';
</script>



「Rules」のrouteとlayoutを以下の内容に変更します。


route '*' do
  if item.binary?
    item.identifier.chop + '.' + item[:extension]
  else
    case item[:extension]
      when 'sass'
        item.identifier.chop + '.css'
      when 'css'
        item.identifier.chop + '.css'
      when 'js'
        item.identifier.chop + '.js'
      else
        item.identifier + 'index.html'
    end
  end
end

layout '/partial_htmls/*/', :erb
layout '*', :haml, :ugly => true



画像タグ生成方法の変更


画像サイズの自動取得とタグの生成は、こちらもRedcarpetの独自レンダの中で実装します。以下の内容で、画像の横幅が300px以上の場合、自動的に300pxまで縮小した状態で表示されるようになります。


require 'rmagick'

class MyRedcarpetRenderer < Redcarpet::Render::XHTML
  #～～～中略～～～
  def image(link, title, alt_text)
    img = Magick::Image.read(File.expand_path(File.join(File.dirname(__FILE__), '..')) + '/content' + link).first
    max_width = 300.0
    width = img.columns
    height = img.rows

    if width > max_width then
      height = (height * (max_width / width)).round
      width = max_width.round
    end

    s =  <<"EOS"
<a href="#{link}" class="highslide" onclick="return hs.expand(this)">
<img src="#{link}" alt="#{alt_text}" title="Click to enlarge" width="#{width}" height="#{height}" />
</a>
<span class="highslide-caption">#{alt_text}</span>
EOS
  end
end



なお、それほど大きな画像は使用しないと思われるので、クリック時のローディング時間短縮のためにもサムネイルの生成はしていません。


おわりに


サイト公開までに行ったnanocのカスタマイズについては、これで大体書き出すことができました。


次回「運用効率化バッチ」編では、繰り返し必要になるデプロイ作業などをバッチ化して簡単に実行する方法を紹介します。
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nanoc導入メモ 5/5 「運用効率化バッチ」編


Created at: 2012-05-05 | Tags: nanoc


繰り返し実行するnanocのコマンドや、サーバへのデプロイはバッチ化してランチャなどから呼び出せるようにしておくと便利です。


nanoc導入メモ最後の今回は、私が利用しているバッチファイルを紹介します。


nanocコマンド実行用バッチ


nanoc_compile.bat


nanoc compileコマンドはbatからそのまま実行すると終了時に自動的にコマンドプロンプトを閉じてしまうため、「cmd /C」をかませてpauseさせています。


cd "C:\path\to\nanoc_site"
cmd /C nanoc compile
pause



nanoc_view.bat


cd "C:\path\to\nanoc_site"
nanoc view



nanoc_autocompile.bat


cd "C:\path\to\nanoc_site"
nanoc autocompile



WinSCPデプロイ用バッチ


nanoc_deploy.bat


WinSCPに付属の「WinSCP.com」を使うと、コマンドラインからスクリプトファイルを指定してファイルの送受信が行えます。


pause
"C:\path\to\WinSCP.com" /script=nanoc_deploy.script
pause



nanoc_deploy.script


テキストと画像の2回に分けてsynchronizeで送信するスクリプトにしています。


open [sftp|ftp|scp://][<ユーザー名>[:パスワード]@]<ホスト名>[:<ポート番号>]
option exclude "images"
option transfer ascii
synchronize remote -delete -mirror "C:\path\to\nanoc_site\output" "/path/to/deploy"
option exclude clear
option exclude "about; articles; javascripts; stylesheets; tags; atom_feed.xml; index.html"
option transfer binary
synchronize remote -delete -mirror "C:\path\to\nanoc_site\output" "/path/to/deploy"
exit



スクリプト内のコマンドについては以下のページなどを参照して下さい。



	コマンドラインオプション - WinSCP Wiki - SourceForge.JP

	コマンドリファレンス - WinSCP Wiki - SourceForge.JP

	WinSCPスクリプト入門：コマンドやバッチファイルとの連携による自動処理 - SourceForge.JP Magazine : オープンソースの話題満載




おわりに


nanoc導入メモは以上になります。当初全3回連載の予定でしたが、予想以上のボリュームで5まで伸びてしまいました。


果たして需要があるか分かりませんが、これからnanocを導入・設定される方の参考になれば幸いです。
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MMDAgentとPC-OP-RS1で実現するリモコンの音声操作


Created at: 2012-05-14 | Tags: mmdagent


2012年1月にネット上で引越ししたので未来なお部屋を作ってみた。という記事が話題になったのをご存知でしょうか。


この記事の中で一際注目すべきは、音声認識により学習リモコンのiRemoconを制御し、家電を操作可能にしていることです。


ただし音声認識とiRemoconの制御はC#(？)でプログラミングされており、初心者にはなかなか真似できるものではありません。また、iRemoconも実売価格が\24,900と高価です。


そこで、ここではフリーの対話型エージェントソフトであるMMDAgentとBUFFALOのPC用学習リモコンPC-OP-RS1(実売価格\4,272)を使って、手軽にリモコンの音声操作を実現する方法を紹介します。


MMDAgentのインストール


MMDAgentとは


MMDAgentは名古屋工業大学国際音声技術研究所がオープンソースで開発している音声インタラクションシステムです。MMD(MikuMikuDance)のモデルやモーションデータを使用して、音声認識と音声合成によるやり取りを行うことができます。(参考：MMDAgentとは (エムエムディーエージェントとは) [単語記事] - ニコニコ大百科)


MMDAgentは音声認識・音声合成などのためにJulius、Open Jtalkなどの複数のオープンソース技術を使用していますが、これらの面倒なセットアップは一切不要で、MMDAgentの配布バイナリとサンプルスクリプトだけで簡単に使用できます。


MMDAgentのインストール・実行


MMDAgent公式サイトから「MMDAgent」と「MMDAgent "Sample Script"」のBinary Packageをダウンロードして解凍します。


サンプルスクリプトに含まれる「MMDAgent_Example.mdf」を、本体の「MMDAgent.exe」にドラッグ＆ドロップして実行します。拡張子.mdfをMMDAgent.exeに関連付けておけば、スクリプトから直接実行できるようになります。


[image: MMDAgent]



「こんにちは」と話しかけてみましょう。マイクが認識しない場合はボリュームコントロールの設定で「録音コントロール」がミュートになっていないか確認して下さい。また、MMDAgentの発声した音声が認識され、繰り返し応答してしまう場合、「録音コントール」の「ステレオ ミキサー」をミュートにしてください。


MMDAgentの基本的な使い方


マウス・キーボード等の基本操作については以下のページが参考になります。



	MMDAgent使い方暫定まとめ - サクライロニガワライ雑記

	キーリファレンス - MMDAgent & Project-NAIP wiki




一応簡単にまとめておきます。


マウス操作


ドラッグ                : 視点の移動
Shift + ドラッグ        : 視点の水平,垂直移動
マウスホイール          : ズームイン,ズームアウト
Shift + Ctrl + ドラッグ : 光源の移動
モデルをダブルクリック  : モデルを選択



キーボード操作


矢印キー         : 視点の移動
Shift + 矢印キー : 視点の水平,垂直移動
+, -             : ズームイン,ズームアウト
ESC              : MMDAgentの終了

X            : セルフシャドウのオン,オフ
E, Shift + E : エッジの増減
L            : カーソルの追従のオン,オフ
P            : 物理演算のオン、オフ
W            : ワイヤーフレーム表示のオン、オフ

F            : フルスクリーンの切り替え
S            : FPSの表示切り替え
D            : ログの表示切り替え
B            : ボーン表示切り替え
Shift + W    : モデルの剛体の表示切り替え
Shift + J    : ボリュームバー表示
Shift + F    : FSTログの表示(上:これまでの状態遷移の履歴、下:次に実行される遷移)
Shift + V    : 垂直同期のオン,オフ
Shift + X    : セルフシャドウの表示方法の変更
Ctrl + ←,→ : モーションと音楽がずれているときに音ズレを調整
V            : コマンドダイアログの表示切替
Delete       : 選択したモデルの削除
H            : モーションの停止



MMDAgentの応答のカスタマイズ


MMDAgentの認識するキーワードや応答はサンプルスクリプトの「.fst」ファイルで定義されています。


.fstファイルは、下記の四項目が一文字以上の半角スペースまたはTABで区切られたフォーマットとなっています。行頭に「#」を加えるとコメントになります。(参考：MMDAgentのFSTコマンド解釈法(シナリオ作成方法) _文法編 - 竹倉蔵本 - MMDAgent)



	遷移元状態番号

	遷移先状態番号

	イベント名(遷移条件を設定しない場合は"<eps>"を記入)

	コマンド名(実行アクションを設定しない場合は"<eps>"を記入)




例えば「こんにちは」の応答の定義は以下のようになっています。3列目と4列目の文言を変更して再起動すれば、応答が変化します。


# 0031-0040 Hello
1  31 RECOG_EVENT_STOP|こんにちは SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|こんにちは。
1  31 RECOG_EVENT_STOP|こんにちわ SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|こんにちは。
31 32 <eps> MOTION_ADD|mei|action|Motion\mei_greeting\mei_greeting.vmd|PART|ONCE
32 2  SYNTH_EVENT_STOP|mei <eps>



.fstファイル内で使用できるコマンドは、サンプルスクリプトの.fstにコメントで列挙されているほか、MMDAgentのFSTコマンド解釈法(シナリオ作成方法) _単語編 - 竹倉蔵本 - MMDAgentなどで紹介されています。


EXECUTEコマンドにより音声認識時に任意のファイルが実行できるので、後ほどこれを利用してリモコン制御を行います。


PC用学習リモコンPC-OP-RS1のセットアップ


PC-OP-RS1はPCに接続して使用できる学習リモコンです。任意のリモコンの赤外線信号を記憶させ、PCからコントロール可能にします。


通常は添付のアプリケーションで使用することになっていますが、有志が作成したツールによりコマンドラインからの使用が可能です。
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KuroRS.exeでPC-OP-RS1をコマンド操作


学習リモコンのおすすめは？その15 >>743からKuroRS.zipをダウンロードして解凍します。


KuroRS.exeを引数なしでコマンドラインから実行すると使い方が表示されます。


リモコンの信号を学習させる場合は以下のように実行します。(COM3より学習した結果をhoge.datへ保存)


> KuroRS.exe 3 hoge.dat



学習した信号を送信する場合は以下のように実行します。(COM3よりhoget.datのデータをPORTAへ送信)


> KuroRS.exe 3 hoge.dat 1



MMDAgentは実行ファイルに引数を渡すことができないので、上記の送信コマンドをバッチファイル化しておきます。


cd "C:\path\to\KuroRS"
KuroRS.exe 3 hoge.dat 1



なお、PC-OP-RS1の送信信号はあまり強くないようなので、機器がうまく反応しない場合はLEDをギリギリまで近づけて試してみてください。


MMDAgentによる音声認識リモコン操作


さて、いよいよMMDAgent経由でリモコン操作をするための設定です。EXECUTEコマンドで、KuroRS.exe用のバッチファイルを実行するよう指定します。


# 0201-0210 Air conditioner ON/OFF
1 201 RECOG_EVENT_STOP|エアコン SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|エアコンの運転を切り替えます。
201 2 SYNTH_EVENT_STOP|mei EXECUTE|C:\path\to\.bat



これで、「エアコン」と指示すれば、「エアコンの運転を切り替えます。」と応答した後に、PC-OP-RS1経由でエアコンのスイッチが入るはずです。


おわりに


「未来なお部屋を作ってみた」の記事を読んだあとすぐにPC-OP-RS1を注文し、1週間以内くらいにはこの仕組を完成させていたんですが、記事にするのがだいぶ遅くなってしまいました。


MMDAgentについては他にも面白い使い方があるので、後ほどもうひとつくらい記事を書きたいと思っています。


参考・関連ページ


MMDAgent関連



	mmdagent.jp

MMDAgentの公式サイト。公式モデルの名前はメイちゃん。

	菜の花畑 | メイちゃん　公式ウェブサイト

名古屋工業大学ではデジタルサイネージでも活躍しているようです。

	［リンク集］MMDAgentの使い方・操作方法 - 竹倉蔵本 - MMDAgent

MMDAgentの使い方に関する情報がまとまっています。

	hkrn/MMDAI ・ GitHub

クロスプラットフォーム版のMMDAIも存在します。

	MMDAgent Wiki - FrontPage

MMDAgentの解説が載ってます。

	2012-01-04 - お前の血は何色だ!! 4

今回のきっかけとなった記事。最近Juliusで再実装された模様。

	チラシの裏 ≫ Blog Archive ≫ 近未来的なお部屋が話題

同じようにPC-OP-RS1で実現しようと考えた人は結構いたよう。

	CUBE370 - MMDAgentのNAIP化計画 Project-NAIP2 α版 リリース

MMDAgentの改造版を配布されています。PC-OP-RS1による家電操作に対応。




PC-OP-RS1関連



	パソコン用学習リモコン | PC-OP-RS1

公式製品ページ。

	PC用学習リモコン「PC-OP-RS1」購入 - masahirorの気まま記録簿

購入レポと関連情報など。

	赤外線リモコン（PC-OP-RS1,Kuro-RS）

PC-OP-RS1の仕様とか。

	学習リモコン PC-OP-RS1制御ライブラリ(DLL,Ruby)の詳細情報 : Vector ソフトを探す！

RubyからPC-OP-RS1を制御するためのライブラリ①。

	PC-OP-RS1 - PukiWiki

RubyからPC-OP-RS1を制御するためのライブラリ②。




追記＠2012/06/21



	【Kotoshiroヘルプ】マクロを用いてPC-OP-RS1を利用する方法

KuroRS.exeの使い方について分かりやすく紹介されています。
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MMDAgentにプレゼンテーション代行してもらう


Created at: 2012-05-19 | Tags: mmdagent


MMDAgentには特定ウィンドウにキー入力を送る「KEY_POST」コマンドが用意されていますが、あまり凝ったことはできません。


Windowsの強力なスクリプティング環境であるAutoHotkeyを使用すると、より複雑な操作が可能になります。


今回は簡単な例としてMMDAgentにHTMLベースのプレゼンテーションを代行してもらう方法を紹介します。


MMDAgentのシナリオ設定


「.fst」の設定は以下のとおりです。プレゼンテーション用のHTMLファイルを開き、その後AutoHotkeyでページを進めるようになっています。


1 161 RECOG_EVENT_STOP|プレゼンテーション SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|プレゼンテーションを開始します。
161 162 SYNTH_EVENT_STOP|mei EXECUTE|C:\path\to\presentation.html
162 163 <eps> TIMER_START|pwait|2
163 164 TIMER_EVENT_STOP|pwait SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|それでは、説明させて頂きます。
164 165 SYNTH_EVENT_STOP|mei TIMER_START|pwait|2
165 166 TIMER_EVENT_STOP|pwait EXECUTE|C:\path\to\send_return_to_chrome.ahk
166 167 <eps> TIMER_START|pwait|2
167 168 TIMER_EVENT_STOP|pwait SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|目次はこのようになっています。
168 169 SYNTH_EVENT_STOP|mei TIMER_START|pwait|2
169 170 TIMER_EVENT_STOP|pwait EXECUTE|C:\path\to\send_return_to_chrome.ahk
170 171 <eps> TIMER_START|pwait|2
171 172 TIMER_EVENT_STOP|pwait SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|一枚目のスライドです。
172 2 SYNTH_EVENT_STOP|mei <eps>



なお、スライドはhtml5slidesからDemoページを保存して動作確認しています。


send_return_to_chrome.ahk


Chromeのウィンドウにリターン・キーを送信するためのスクリプトです。(html5slidesはリターン・キーでページが進みます)


SetTitleMatchMode,RegEx
WinActivate, .* - Google Chrome$
WinWaitActive, .* - Google Chrome$, , 2
Send, {Return}



本来これだけならば、わざわざAutoHotkeyを使うまでも無いかもしれませんが、どうも「KEY_POST」コマンドではうまく動作しなかったので確実な方法として選択しました。


おわりに


準備はかなり面倒ですが、モーションなどを活用すれば、それなりに表現力のあるプレゼンテーションが実現できるかもしれません。


なお、MMDAgentのウィンドウはブラウザの裏に隠れてしまわないように、常に前面に表示させておく必要があります。


WindowsVista以降の環境であれば、下記ページで配布されているウィンドウ透過プラグインで、MMDAgentの背景およびウィンドウ枠を透過させることができるようです。



	CUBE370 - MMDAgentのNAIP化計画 MMDAgent 拡張プラグインリリース
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MMDAgentに天気予報を教えてもらう


Created at: 2012-05-19 | Tags: mmdagent


MMDAgentは標準では決められた設定に沿って応答するだけで、動的に応答を変化させることができません。


ここでは.fstファイルの再読み込みプラグインと、AutoHotkeyを活用してMMDAgentに天気予報を教えてもらう(やや邪道な)方法を紹介します。


MMDAgentのシナリオ設定


「.fst」の設定は以下のとおりです。「# tenki_yoho start」から「# tenki_yoho end」までの内容は.ahk経由で起動するRubyスクリプトにより動的に書き換えます。


1 201 RECOG_EVENT_STOP|天気予報 SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|少々お待ちください。
201 2 SYNTH_EVENT_STOP|mei EXECUTE|C:\path\to\tenki_yoho.ahk
# tenki_yoho start
1 211 KEY|t SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|明日の天気は晴れです。
211 2 SYNTH_EVENT_STOP|mei <eps>
# tenki_yoho end
1 251 KEY|e SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|天気予報の取得に失敗しました。
251 2 SYNTH_EVENT_STOP|mei <eps>



tenki_yoho.ahk


AutoHotkeyではまず天気予報を取得しMMDAgentの.fstを書き換えるためのRubyスクリプトを起動します。


Rubyスクリプトの終了コードによって、MMDAgentに送るキーを切り替えています。正常時はrキーで設定を再読み込みした後、tキーで天気を読み上げます。


RunWait, ruby tenki_yoho.rb, C:\path\to\working_dir, min
if (ErrorLevel <> 0) {
    WinActivate, ahk_class MMDAgent
    WinWaitActive, ahk_class MMDAgent, , 2
    Send, e
} else {
    WinActivate, ahk_class MMDAgent
    WinWaitActive, ahk_class MMDAgent, , 2
    Send, r
    Sleep, 500
    Send, t
}



tenki_yoho.rb


天気予報の取得にはruby-weatherhacksを使わせてもらいました。Ruby1.9ではコード内の日本語がエラーになってしまうため、lib/ruby/gems内のforecastmap.rbをUTF-8で再保存したうえマジックコメントを追加して無理やり対応しています。


# coding: utf-8
require "weatherhacks"
require "kconv"

Encoding.default_external = 'Shift_JIS'

begin
  forecast = WeatherHacks.lwws("東京", :tomorrow)

  FST_TEXT = &lt;&lt;EOS
# tenki_yoho start
1 211 KEY|t SYNTH_START|mei|mei_voice_normal|明日の天気は#{forecast.telop}です。
211 2 SYNTH_EVENT_STOP|mei <eps>
# tenki_yoho end
EOS

  f = File.open("path/to/MMDAgent_Example.fst")
  content = f.read().gsub(/# tenki_yoho start.*# tenki_yoho end\n/m, FST_TEXT.tosjis)
  File.open("path/to/MMDAgent_Example.fst", 'w') { |file| file.write(content) }
rescue
  exit 1
end



ただしweatherhacksライブラリで温度の情報が正しく取得できなかったり、livedoorのWeather Hacks自体がtomorrowで指定しても時間によっては当日の天気を返してきたり(？)と微妙なので、この内容は改善の余地があります。


おわりに


元々はAutoHotkeyでMMDAgent自体を再起動して設定ファイルを読み込ませようと考えていましたが、設定ファイルを再読み込みできる素敵なプラグインがあったので使わせて頂きました。


同じような方法で、ニュースや株価情報を読み上げることも可能と思われます。


ソケット通信プラグインを使えば、もうちょっとスマートな方法で動的な応答が実現できるのかもしれません。
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Padrino入門 1 「Blog Tutorial」編


Created at: 2012-05-19 | Tags: padrino


PadrinoはRubyベースのシンプルなWAF(Web Application Framework)であるSinatraに、Rails風の機能を追加したものです。


ORMやテンプレートエンジンなどのライブラリを自由に選択してプロジェクトを生成することができ、作成したWebアプリケーションはHerokuにデプロイ可能です。


試しに使ってみたので、備忘録がてらPadrinoの使い方について公式ドキュメントをもとに紹介していきます。


Padrinoについて知る


Padrinoに関する参考ページを紹介しておきます。



	The Elegant Ruby Web Framework - Padrino Ruby Web Framework

Padrinoの公式サイトです。ここのGUIDESに沿って進めていく予定です。

	Padrino で素敵なウェブ開発を - Padrino Ruby Web Framework

Padrinoの日本語サイトです。一部のGUIDESが日本語化されています。

	RubyKaigi2011に行った＋Sinatra/Padrinoについてしゃべった ≪ blog.udzura.jp

Padrinoについて紹介されているスライド。

	Rubyist Magazine - Sinatra 再入門、 Padrino / Rack / その先の何か

るびまに掲載された記事。

	Rails Hub情報局: Railsはフルコース、Sinatraはお皿、Padrinoはビュッフェ

上記るびま記事の紹介。Railsとの比較について。

	File: README - Padrino

PadrinoのAPIドキュメント。

	File: README - Documentation for sinatra (1.3.2)

SinatraのAPIドキュメント。




Blog Tutorial


「Blog Tutorial」では、ごくシンプルなブログシステムを構築します。記事の投稿、投稿者との紐付け、RSSの生成などを行い、最終的にHerokuにデプロイします。



	Guides Blog Tutorial - Padrino Ruby Web Framework

	Guides Blog Tutorial - Padrino Ruby Web Framework(日本語)




インストール


Padrinoをgemでインストールします。


> gem install padrino



Project の生成


チュートリアルではORMとしてActiveRecord、テンプレート言語として Haml、テストフレームワークとしてShoulda、JavaScript ライブラリとしてjQueryを利用します。


以下のコマンドでプロジェクトのひな形が生成されます。


> padrino generate project sample_blog -t shoulda -e haml -c sass -s jquery -d activerecord -b
> cd sample_blog



末尾の-bフラグは、bundlerで自動的にすべての依存gemをインストールすることを意味しています。(gemはプロジェクトフォルダではなくシステム側にインストールされます)


generate projecコマンドのオプションについて詳しくは--helpで確認できます。


> padrino generate project --help



生成されるファイルは以下のとおりです。


app/               :
    controllers/   : ルーティングとコントローラ
    helpers/       : ヘルパーメソッドの定義
    stylesheets/   : スタイルシート
    views/         : ビューテンプレート
    views/layouts/ : ビューレイアウト
    app.rb         : アプリケーションコア
config/            :
    apps.rb        : アプリケーションのマウント
    boot.rb        : ブート設定
    database.rb    : データベース接続設定
lib/               :
    sass_init.rb   : SASSの設定
public/            : 画像、スタイルシート、 JavaScript などのスタティックファイル
test/              : モデルやコントローラのテスト
    test.rake      :
    test_config.rb :
tmp/               :
.components        : プロジェクト作成時に指定したコンポーネントの情報
.gitignore         :
config.ru          :
Gemfile            : アプリに必要な gem の依存情報
Gemfile.lock       :



app/app.rb に以下を追加します。


get "/" do
  "Hello World!"
end

get :about, :map => '/about_us' do
  render :haml, "%p This is a sample blog created to demonstrate the power of Padrino!"
end



ローカルサーバを起動し、/と/about_usにアクセスして表示を確認します。


> padrino start



[image: Padrino - Blog Tutorial - Project の生成]



Admin Dashboard のセットアップ


Padirnoには認証付きの管理画面を自動的に生成する機能があります。以下のコマンドでadminサブアプリケーションを生成します。


> padrino generate admin



管理画面で必要になるgemをインストールします。


> bundle install



以下のコマンドでデータベースを初期化します。


> padrino rake ar:create
    db/sample_blog_development.db が0byteで作成されます(省略可能)
> padrino rake ar:migrate
    dbにデータが書き込まれ、db/schema.rb が作成されます
> padrino rake seed
    dbに db/seeds.rb で定義されたデータを取り込みます
    ログイン用のメールアドレスとパスワードの入力を求められます



ローカルサーバを起動すると、http://localhost:3000/admin で管理画面にアクセスできます。


> padrino start



[image: Padrino - Blog Tutorial - Admin Dashboard のセットアップ]



投稿の作成


投稿を新規作成する機能を実装するため、「post」モデルを作成します。


> padrino generate model post title:string body:text
    models/post.rb とmigrateおよびtestが作成されます



マイグレーションを実行します。


> padrino rake ar:migrate
    dbにpostテーブルが追加され、db/schema.rb が更新されます



次に、投稿処理を行う「posts」コントローラを作成します。


> padrino g controller posts get:index get:show
    app/controllers/posts.rb ほかいくつかのファイルが生成されます



app/controllers/posts.rb に基本的なルーティング(:index と :show)を定義します。:indexは投稿一覧を表示し、:showは単一記事を表示します。


SampleBlog.controllers :posts do
  get :index do
    @posts = Post.all(:order => 'created_at desc')
    render 'posts/index'
  end

  get :show, :with => :id do
    @post = Post.find_by_id(params[:id])
    render 'posts/show'
  end
end



postsコントローラのためのビューを作成します。


app/views/posts/index.haml
    - @title = "Welcome"
    #posts= partial 'posts/post', :collection => @posts
app/views/posts/_post.haml
    .post
      .title= link_to post.title, url_for(:posts, :show, :id => post)
      .date= time_ago_in_words(post.created_at || Time.now) + ' ago'
      .body= simple_format(post.body)
app/views/posts/show.haml
    - @title = @post.title
    #show
      .post
        .title= @post.title
        .date= time_ago_in_words(@post.created_at || Time.now) + ' ago'
        .body= simple_format(@post.body)
    %p= link_to 'View all posts', url_for(:posts, :index)



PadrinoのAdmin機能では、「admin_page」により任意のモデルに対するレコードの作成、編集、削除機能を自動的に追加することができます。


投稿をAdmin機能で管理するために、以下のコマンドを実行します。


> padrino g admin_page post



サーバを再起動し、http://localhost:3000/admin にアクセスすると「Posts」タブが追加されています。「Posts」タブの「New」を選択して新規投稿が可能です。


[image: Padrino - Blog Tutorial - 投稿の作成 1]



http://localhost:3000/posts にアクセスすると投稿が表示されます。


[image: Padrino - Blog Tutorial - 投稿の作成 2]



投稿にアカウントを関連付ける


Postモデルに Account を紐づけられるよう、新しいマイグレーションを追加します。


> padrino g migration AddAccountToPost account_id:integer
    db/migrate/003_add_account_to_post.rb が作成されます



マイグレーションファイルを、現存する投稿すべてに対してユーザーが紐づくように改修します。db/migrate/003_add_account_to_post.rb のself.upに以下を追加します。


# and assigns a user to all existing posts
first_account = Account.first
Post.all.each { |p| p.update_attribute(:account, first_account) }



models/post.rb にバリデーションを定義します。


class Post < ActiveRecord::Base
  belongs_to :account
  validates_presence_of :title
  validates_presence_of :body
end



マイグレーションを実行します。


> padrino rake ar:migrate



admin/controllers/posts.rb の post :create do に以下を追加します。(「@post = Post.new(params[:post])」行の下に追加)


@post.account = current_account



app/views/posts/show.haml の「.body」行の下に以下を追加します。


.details
  .author Posted by #{@post.account.email}



app/views/posts/_post.haml の「.body」行の下に以下を追加します。


.details
  .author Posted by #{post.account.email}



http://localhost:3000/admin からアカウントを作成して記事を投稿し、記事とアカウントが紐付いて表示されることを確認します。


[image: Padrino - Blog Tutorial - 投稿にアカウントを関連付ける]



Site Layout


app/views/layouts/application.haml を作成します。


!!! Strict
%html
  %head
    %title= [@title, "Padrino Sample Blog"].compact.join(" | ")
    = stylesheet_link_tag 'reset', 'application'
    = javascript_include_tag 'jquery', 'application'
    = yield_content :include
  %body
    #header
      %h1 Sample Padrino Blog
      %ul.menu
        %li= link_to 'Blog', url_for(:posts, :index)
        %li= link_to 'About', url_for(:about)
    #container
      #main= yield
      #sidebar
        - form_tag url_for(:posts, :index), :method => 'get'  do
          Search for:
          = text_field_tag 'query', :value => params[:query]
          = submit_tag 'Search'
        %p Recent Posts
        %ul.bulleted
          %li Item 1 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
          %li Item 2 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
          %li Item 3 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
        %p Categories
        %ul.bulleted
          %li Item 1 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
          %li Item 2 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
          %li Item 3 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
        %p Latest Comments
        %ul.bulleted
          %li Item 1 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
          %li Item 2 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
          %li Item 3 - Lorem ipsum dolorum itsum estem
    #footer
      Copyright (c) 2009-2010 Padrino



reset.cssをダウンロードして public/stylesheets/reset.css に、application.sassをダウンロードして app/stylesheets/application.sass に配置します。


http://localhost:3000/posts にアクセスしてレイアウトが適用されたことを確認します。


[image: Padrino - Blog Tutorial - Site Layout]



RSS Feed を生成する


app/controllers/posts.rb の「get :index do」行を以下の内容に変更します。


get :index, :provides => [:html, :rss, :atom] do



app/views/posts/index.haml の「#posts」行の前にRSSへの参照を追加します。


- content_for :include do
  = feed_tag(:rss, url(:posts, :index, :format => :rss),:title => "RSS")
  = feed_tag(:atom, url(:posts, :index, :format => :atom),:title => "ATOM")



app/views/posts/index.atom.builder を作成します。


xml.instruct!
xml.feed "xmlns" => "http://www.w3.org/2005/Atom" do
  xml.title   "Padrino Sample Blog"
  xml.link    "rel" => "self", "href" => url_for(:posts, :index)
  xml.id      url_for(:posts, :index)
  xml.updated @posts.first.updated_at.strftime "%Y-%m-%dT%H:%M:%SZ" if @posts.any?
  xml.author  { xml.name "Padrino Team" }

  @posts.each do |post|
    xml.entry do
      xml.title   post.title
      xml.link    "rel" => "alternate", "href" => url_for(:posts, :show, :id => post)
      xml.id      url_for(:posts, :show, :id => post)
      xml.updated post.updated_at.strftime "%Y-%m-%dT%H:%M:%SZ"
      xml.author  { xml.name post.account.email }
      xml.summary post.body
    end
  end
end



app/views/posts/index.rss.builder を作成します。


xml.instruct!
xml.rss "version" => "2.0", "xmlns:dc" => "http://purl.org/dc/elements/1.1/" do
  xml.channel do
    xml.title "Padrino Blog"
    xml.description "The fantastic padrino sample blog"
    xml.link url_for(:posts, :index)

    for post in @posts
      xml.item do
        xml.title post.title
        xml.description post.body
        xml.pubDate post.created_at.to_s(:rfc822)
        xml.link url_for(:posts, :show, :id => post)
      end
    end
  end
end



http://localhost:3000/posts にアクセスし、head内にRSSとAtomへのリンクが追加され、それぞれ正しく生成されることを確認します。


アプリケーションのデプロイ


Herokuへのデプロイでは以下が前提となります。



	Git がインストールされていること

	Heroku account がセットアップされていること

	Heroku gem がインストールされていること




Windows環境特有の問題として、Gemfile.lockのmingw32に関する記述を削除しておく必要があります。以下の行を削除し、個別のgemでも「-mingw32」となっている箇所を削除して下さい。


PLATFORMS
  x86-mingw32



アプリケーションを Git リポジトリとしてセットします。


> git init
> git add .
> git commit -m "initial commit for app"



Herokuにアップロードします。ただしこのままではまだ動作しません。


> heroku create
> git push heroku master



Herokuで動作させるためにデプロイ環境ではPostgreSQLを使用するよう変更を加えます。まず、pgをGemfileの依存関係として追加します。


# Gemfile
group :production do
 gem 'pg'
end



bundleでgemをインストールします。


> bundle install



config/database.rb を production 環境向けに設定します。


# config/database.rb
postgres = URI.parse(ENV['DATABASE_URL'] || '')

ActiveRecord::Base.configurations[:production] = {
  :adapter  => 'postgresql',
  :encoding => 'utf8',
  :database => postgres.path[1..-1],
  :username => postgres.user,
  :password => postgres.password,
  :host     => postgres.host
}



以下のコマンドでRakefileを作成します。


> padrino rake gen



seed.rbで、実行時にメールアドレスとパスワードをコンソール上から入力せずに済むよう直接指定します。


# db/seeds.rb
email     = "xxx@xxx.xxx"
password  = "xxxx"



再度Herokuにアップロードします。アップロード時に自動的にpgのgemがインストールされます。


> git add .
> git commit -m "Added Postgres support"
> git push heroku master



マイグレーションを実行します。


> heroku rake ar:migrate
> heroku rake seed



デプロイされたアプリケーションを開いて動作を確認します。


> heroku open



おわりに


次回は「Generators」編の予定です。
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Padrino入門 2 「Generators」編


Created at: 2012-05-19 | Tags: padrino


Padrinoではプロジェクト、コントローラ、モデル、マイグレーション、管理画面などを生成するジェネレータ・コマンドが用意されています。


ここでは、以下の公式ドキュメントからジェネレータについての要点をまとめます。



	Guides Generators - Padrino Ruby Web Framework

	Guides Generators - Padrino Ruby Web Framework(途中まで日本語)




Project Generator


projectジェネレータは、利用するコンポーネントを指定して新しいプロジェクトを生成します。


> padrino g project demo_project -t rspec -e haml -m rr -s jquery -d datamapper -c sass



指定可能なオプションは以下のとおり。


Options : Default : Aliases : Description
--------+---------+---------+---------------------
bundle  : false   : -b      : bundlerによる依存ライブラリのインストールを行う
root    : .       : -r      : プロジェクトのルートパス
dev     : false   : none    : 開発版のPadrinoをGitリポジトリから取得して使用する
app     : nil     : -n      : プロジェクト名とは異なるアプリケーション名を使う
tiny    : false   : -i      : 最小限度のプロジェクト構成で始める
adapter : sqlite  : -a      : ORMが使うDBアダプタを指定する
                              (mysql, sqlite, postgres)



コンポーネントは以下が選択可能です。(Ver.0.10.6)


Component  : Default : Aliases : Options
-----------+---------+---------+---------------------
orm        : none    : -d      : activerecord, mini_record, datamapper,
                                 mongomapper, mongoid, sequel, couchrest,
                                 ohm, mongomatic, ripple
test       : none    : -t      : rspec, shoulda, cucumber, bacon, testspec,
                                 riot, minitest
mock       : none    : -m      : mocha, rr
script     : none    : -s      : jquery, prototype, rightjs, mootools,
                                 extcore, dojo
renderer   : haml    : -e      : haml, erb, liquid, slim
stylesheet : none    : -c      : less, sass, compass, scss, none



Template


projectジェネレータはテンプレートに基づいてプロジェクトを生成することができます。プロジェクト生成時に定型的に行いたい修正がある場合、テンプレート化しておくと便利です。


> padrino g project my_project --template path/to/my_template.rb



公式のテンプレート・レポジトリでは3つのテンプレートが公開されています。


テンプレートではThorアクションを利用してファイルの作成・追記・削除などが記述できます。(Thor APIドキュメント)


Plugin Generator


テンプレートと似た仕組みとしてpluginジェネレータがあります。公式のプラグイン・レポジトリで複数のプラグインが公開されており、作成後のプロジェクトに適用できます。


> cd path/to/existing/padrino/app
> padrino g plugin path/to/my_plugin.rb



Controller Generator


コントローラを生成します。


> padrino g controller Admin



生成時に、コントローラ内で定義するルーティングを指定することができます。


> padrino g controller Admin get:index get:new post:create



生成したコントローラを削除します。


> padrino g controller User -d



Model Generator


モデルを生成します。


> padrino g model User



生成時に、モデル内で定義するフィールドを指定することができます。


> padrino g model User name:string age:integer email:string



生成したモデルを削除します。


> padrino g model User -d



Migration Generator


マイグレーションを生成します。


> padrino g migration AddFieldsToUsers



生成時に、マイグレーション内で定義するカラムを指定することができます。


> padrino g migration AddFieldsToUsers last_login:datetime crypted_password:string



マイグレーションを削除します。


> padrino g migration AddFieldsToUsers -d



Mailer Generator


メーラを生成します。


> padrino g mailer UserNotifier



生成時に、メーラ内で定義するデリバリーアクションを指定することができます。


> padrino g mailer UserNotifier confirm_account welcome inactive_account



メーラを削除します。


> padrino g mailer UserNotifer -d



Sub App Generator


サブアプリケーションを生成します。


> padrino g project demo_project
> cd demo_project
> padrino g app one
> padrino g app two



コントローラ、モデル、メーラは-aオプションでサブアプリケーションに対して生成することができます。


> padrino g controller Admin -a my_sub_app
> padrino g model User -a my_sub_app
> padrino g mailer UserNotifier -a my_sub_app



サブアプリケーションを削除します。


> padrino g app one -d



Tiny Skeleton Generator


controllers, helpers, mailersを含まないプロジェクトおよびサブアプリケーションを生成することができます。


> padrino g project tiny_app -d mongoid --tiny
> cd tiny_app
> padrino g app tiny_app --tiny



Admin Generator


管理画面を生成します。(管理画面はadminサブアプリケーションとして生成されます)


> padrino g admin



生成時に、テーマ(配色)を指定することができます。


> padrino g admin --theme blue



選択可能なテーマは以下のとおり。


amro, bec, bec-green, blue, default, djime-cerulean, kathleene, olive, orange, reidb-greenish, ruby, warehouse



管理画面を削除します。


> padrino g admin -d



おわりに


「Controllers」編や「Application Helpers」編も書こうかと思っていましたが、どうも私の技量では整理しきれない気がしてきました。


とりあえず次回はAdmin機能を参考に、ユーザ認証機能を実装する方法について紹介したいと思います。
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gemのローカルインストール用に依存gemを一括ダウンロードする


Created at: 2012-06-14 | Tags: ruby


ネットに接続できない開発環境にRailsやPadrinoのような依存関係の多いgemをインストールしたい場合、事前にすべてのgemをダウンロードしておく必要があります。


手動で一つずつ依存関係を辿りながらダウンロードしていくのは気が遠くなりますが、bundlerを使えば一括で必要なgemファイルを得ることができます。


依存gemの一括ダウンロード


まず、ネットに接続できる環境でbundlerをインストールしておきます。


> gem install bundler



適当なフォルダを作って以下のような内容で「Gemfile」ファイルを作成します。


source "http://rubygems.org"
gem 'padrino'



同フォルダで以下のコマンドを実行すると、目的のgemと全ての依存gemがシステムにインストールされます。(システムにインストールしたくない場合は下記「gemをシステムにインストールしたくない場合」参照)


> bundle install



続いて以下のコマンドを実行すると、同フォルダの「vendor/cache」内に必要なgemファイルがコピーされます。


> bundle package



あとはネットに接続できない開発環境にUSBメモリなどでgemファイルをコピーし、以下のコマンドでインストールします。


> gem install --local padrino



gemをシステムにインストールしたくない場合


bundle installに--pathオプションを指定することでフォルダ内にgemをインストールできます。(この場合、同時に「vendor/cache」も作成されるため、「package」コマンドは不要です。)


> bundle install --path=vender/bundle



参考ページ



	ruby - Download all gems dependencies - Stack Overflow

今回の内容は丸々こちらを参考にさせてもらいました。

	Rubyのライブラリーをgemでローカルインストールする: Computer Practice

	gem のローカルインストール - yshのメモ日記

	RubyのGemでローカルからインストールする方法 | Oreradio.memo

上記はgemのローカルインストールに言及されている記事。
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Vimで文字数カウントをステータスラインに表示する


Created at: 2012-06-15 | Tags: vim


Vimで全角を含む文字数をカウントしたい場合、以下の置き換えコマンドで確認することができます。(nオプションはマッチの個数を表示し、実際には置換を行いません。)


:s/./&/gn



しかし頻繁に実行するのは面倒なうえ、set hlsearchされていると全体がハイライトされてしまいます。


ここでは、上記コマンドは使用せずにステータスラインに文字数カウントを表示する方法を紹介します。


Vimで文字数カウントをステータスラインに表示する


以下のページで文字数をカウントするためのVimスクリプトが公開されています。



	文字数カウントスクリプト - 地獄の猫日記




バッファを開いた時や保存時に文字数が更新されるようになっているようですが、私の方ではインサートモードから抜けたタイミングでも更新するよう修正してみました。


augroup CharCounter
    autocmd!
    autocmd BufNew,BufEnter,BufWrite,InsertLeave * call <SID>Update()
augroup END

function! s:Update()
    let b:charCounterCount = s:CharCount()
endfunction

function! s:CharCount()
    let l:result = 0
    for l:linenum in range(0, line('$'))
        let l:line = getline(l:linenum)
        let l:result += strlen(substitute(l:line, ".", "x", "g"))
    endfor
    return l:result
endfunction



上記を適当な名前(cc.vimなど)でpluginフォルダに保存し、statuslineの設定に以下を加えます。(前後に空白を入れたい場合\でエスケープする必要があるので注意)


%{b:charCounterCount}



bufstat.vimを使っているとb:charCounterCountの未定義エラーが出ることがあったので、とりあえずfunction BufstatGenerateLisに「let b:charCounterCount = 0」を加えて応急処置しています。


参考ページ



	文字数をカウントするには？ - 平凡プログラマー

	Vimで文字数を数える - present

	仮想化された日々:vimでの文字数カウント方法 - livedoor Blog（ブログ）

	Kawamura's ChangeLog - Vimで文字数カウント -

	焚き火小屋の備忘録 : Vimで文字数をカウントする。

上記は「:s/./&/gn」による文字数カウントに言及されている記事。

	ファイル内の文字数のカウント - サイト更新停滞ちうっ

こちらはファイル内にカウントした文字数を挿入するタイプ。
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AutoHotkeyでCapsLockと英数を無効化する


Created at: 2012-06-16 | Tags: autohotkey


たまにうっかり押してしまってイライラすることが多いCapsLock/英数キーですが、AutoHotkeyでは以下の設定で無効化できます。


;CapsLockを常にOff
SetCapsLockState, AlwaysOff
;英数キーを無効化
vkF0sc03A::return
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無料VPS HOST1FREEの使い方


Created at: 2012-07-20 | Tags: linux


先日はてなブックマーク上で話題になっていた下記エントリを見てHOST1FREEの無料VPSを申し込んでおいたところ、数日たって無事アカウントが開設されました。


意外と知られていない無料VPS(centos,debian)を入手しよう！ | Act as Professional


そこで、今回から数回に渡ってHOST1FREEのVPSで設定した内容について紹介していこうかと思います。


まずはHOST1FREE VPSの初期設定です。


コントロールパネルにログイン


アカウント開設通知の内容に従いコントロールパネルにログインします。


[image: HOST1FREE コントロールパネル]



OSはアカウント申請時に「CentOS 6 32bit」を選んでいます。


コントロールパネルでの初期設定


デフォルトのパスワードでSSHの接続を確認したあと、下記パスワードを変更しておきます。



	Controls→Root Password

	Controls→Console Password

	My Account→Change Account Password




なお、「Serial Console」ボタンを押すと、シリアルコンソール接続用のSSH接続情報が表示されますが、私の環境では下記エラーによりログインできませんでした。


Server sent disconnect message
type 2 (protocol error):
"Too many authentication failures for XXXXXX"



参考ページ



	意外と知られていない無料VPS(centos,debian)を入手しよう！ | Act as Professional

今回申し込むきっかけとなった記事。VPSが無料だなんて素晴らしい。

	無料VPS HOST1FREE: IT備忘録

スペックとか。

	(｡ゝω･)ﾉ*:ﾟ･☆　 無料で使えるVPS Host1Free に登録してみた

	host1freeを申し込んでみたけど断られた：なんとなしの日記

申し込みがはじかれてしまった人もいる模様。




おわりに


コントロールパネル上から行った初期設定はこれだけです。


引き続きSSH接続してセキュリティ設定を行なっていきます。


VPSセットアップ関連記事



	無料VPS HOST1FREEの使い方

	Linux VPSの基本的なセキュリティ設定

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編

	PuTTY設定覚え書き

	WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた
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Linux VPSの基本的なセキュリティ設定


Created at: 2012-07-20 | Tags: linux


HOST1FREEの無料VPSは、アカウント開設時にOSが起動した状態になっています。素の状態で放っておくと危険なので、早めにセキュリティ設定をしておきましょう。


ここでは、私がCentOS 6で設定したセキュリティ関連の設定を紹介します。


CentOS 6のセキュリティ設定


sendmailの無効化


sendmailを使用しない場合、無効化しておきます。


# chkconfig --list sendmail
sendmail        0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off
# chkconfig sendmail off
# chkconfig --list sendmail
sendmail        0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off
# service sendmail stop



パッケージのアップデート


アップデート前に、サーバが正常に再起動することを確認しておきます。


# shutdown -r now



パッケージをアップデートし、再度正常に再起動することを確認します。


# yum check-update
# yum update -y
# shutdown -r now



ユーザ作成


通常作業用のユーザを作成し、パスワードを設定します。


# useradd <ユーザ名>
# passwd <ユーザ名>



SSHの公開鍵認証設定


SSHのポート番号の変更と公開鍵認証の設定を行います。パスワード認証は無効化しておきます。(シリアルコンソールが使用できない環境では、SSHの設定は慎重に行いましょう。)


# cp -p /etc/ssh/sshd_config /etc/ssh/sshd_config.bak
# vim /etc/ssh/sshd_config
    #PasswordAuthentication yes
    ～中略～
    Port <ポート番号>
    PermitRootLogin yes
    AllowUsers root <ユーザ名>
    RSAAuthentication yes
    PubkeyAuthentication yes
    AuthorizedKeysFile %h/.ssh/authorized_keys
    PasswordAuthentication no



SSHクライアントにPuTTYを使用する場合、認証用の公開鍵・秘密鍵の生成方法は「さくらのVPS を使いはじめる| アカベコマイリ」のページが参考になります。


おおまかな手順は以下のとおりです。



	puttygen.exe でroot用と通常ユーザ用の秘密鍵(.ppk)/公開鍵(.pub)を作成

※なお、公開鍵は保存ボタンを使用せず、表示内容を一行でコピペする

	rootと通常ユーザに ~/.ssh ディレクトリを作成し、パーミッションを700に設定

	rootと通常ユーザに各公開鍵を ~/.ssh/authorized_keys の名前でアップロードし、パーミッションを600に設定




SSHのサービスを再起動後、PuTTYからポート番号および「接続」→「SSH」→「認証」で秘密鍵を指定し、正しくログインできることを確認します。


# service sshd restart



ファイアウォールの設定


使用するポート以外は接続を受け付けないよう、iptablesの設定を行います。


# vim /etc/sysconfig/iptables
    *filter
    :INPUT ACCEPT [0:0]
    :FORWARD ACCEPT [0:0]
    :OUTPUT ACCEPT [0:0]
    :RH-Firewall-1-INPUT - [0:0]
    -A INPUT -j RH-Firewall-1-INPUT
    -A FORWARD -j RH-Firewall-1-INPUT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -i lo -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -p icmp --icmp-type any -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -p 50 -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -p 51 -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -p udp --dport 5353 -d 224.0.0.251 -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -p udp -m udp --dport 631 -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -p tcp -m tcp --dport 631 -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -m state --state ESTABLISHED,RELATED -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport <sshポート番号> -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 80 -j ACCEPT
    -A RH-Firewall-1-INPUT -j REJECT --reject-with icmp-host-prohibited
    COMMIT
# service iptables restart
# service iptables status



sudoの設定


通常作業用のユーザで、一時的にroot権限でコマンドを実行できるように、sudoの設定を行います。


#visudo
    <ユーザ名>    ALL=(ALL) ALL



おわりに


セキュリティに関する設定は以上です。なお、ここでの内容は完全な安全性を保証するものではないので、参考程度としてください。


おかしな点などあれば指摘してもらえるとありがたいです。


次回はzsh、tmux、vimなどの環境設定について紹介します。


VPSセットアップ関連記事



	無料VPS HOST1FREEの使い方

	Linux VPSの基本的なセキュリティ設定

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編

	PuTTY設定覚え書き

	WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた
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zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編


Created at: 2012-07-20 | Tags: linux


「セキュリティ設定」の次は、SSHクライアントでのCUI(キャラクタ・ユーザ・インタフェース)環境をより快適なものにするため、シェル(zsh)、仮想端末(tmux)、エディタ(vim)を設定します。


zshについては以前「zshの基本的な使い方」で書いたことがあるため、ここでは今回VPS上で行ったインストール手順と設定内容のみ簡単に紹介します。


zshのセットアップ


zshをインストールし、ログインシェルに指定します。


$ sudo yum install zsh
$ chsh -s /bin/zsh



zshの設定を行います。


$ vim .zshrc

export LANG=ja_JP.utf8

## 履歴の保存先
HISTFILE=$HOME/.zsh-history
## メモリに展開する履歴の数
#HISTSIZE=100000
## 保存する履歴の数
SAVEHIST=100000

## 補完機能の強化
autoload -U compinit
compinit

## コアダンプサイズを制限
#limit coredumpsize 102400
## 出力の文字列末尾に改行コードが無い場合でも表示
unsetopt promptcr
## Emacsライクキーバインド設定
bindkey -e

## 色を使う
setopt prompt_subst
## ビープを鳴らさない
setopt nobeep
## 内部コマンド jobs の出力をデフォルトで jobs -l にする
setopt long_list_jobs
## 補完候補一覧でファイルの種別をマーク表示
setopt list_types
## サスペンド中のプロセスと同じコマンド名を実行した場合はリジューム
setopt auto_resume
## 補完候補を一覧表示
#setopt auto_list
## 直前と同じコマンドをヒストリに追加しない
setopt hist_ignore_dups
## cd 時に自動で push
setopt auto_pushd
## 同じディレクトリを pushd しない
setopt pushd_ignore_dups
## ファイル名で #, ~, ^ の 3 文字を正規表現として扱う
setopt extended_glob
## TAB で順に補完候補を切り替える
setopt auto_menu
## zsh の開始, 終了時刻をヒストリファイルに書き込む
setopt extended_history
## =command を command のパス名に展開する
setopt equals
## --prefix=/usr などの = 以降も補完
setopt magic_equal_subst
## ヒストリを呼び出してから実行する間に一旦編集
setopt hist_verify
## ファイル名の展開で辞書順ではなく数値的にソート
setopt numeric_glob_sort
## 出力時8ビットを通す
setopt print_eight_bit
## ヒストリを共有
setopt share_history
## 補完候補のカーソル選択を有効に
zstyle ':completion:*:default' menu select=1
## 補完候補の色づけ
eval `dircolors`
export ZLS_COLORS=$LS_COLORS
zstyle ':completion:*:default' list-colors ${(s.:.)LS_COLORS}
## ディレクトリ名だけで cd
setopt auto_cd
## カッコの対応などを自動的に補完
setopt auto_param_keys
## ディレクトリ名の補完で末尾の / を自動的に付加し、次の補完に備える
setopt auto_param_slash
## スペルチェック
setopt correct
## {a-c} を a b c に展開する機能を使えるようにする
setopt brace_ccl
## Ctrl+S/Ctrl+Q によるフロー制御を使わないようにする
setopt NO_flow_control
## コマンドラインの先頭がスペースで始まる場合ヒストリに追加しない
setopt hist_ignore_space
## コマンドラインでも # 以降をコメントと見なす
setopt interactive_comments
## ファイル名の展開でディレクトリにマッチした場合末尾に / を付加する
setopt mark_dirs
## history (fc -l) コマンドをヒストリリストから取り除く。
setopt hist_no_store
## 補完候補を詰めて表示
setopt list_packed
## 最後のスラッシュを自動的に削除しない
setopt noautoremoveslash
## エイリアス使用時の補完を有効に
setopt complete_aliases
## エイリアスを設定
alias la="ls -al"

## プロンプトの設定
autoload colors
colors
PROMPT="%{${fg[blue]}%}[%n@%m] %(!.#.$) %{${reset_color}%}"
PROMPT2="%{${fg[blue]}%}%_> %{${reset_color}%}"
SPROMPT="%{${fg[red]}%}correct: %R -> %r [nyae]? %{${reset_color}%}"
RPROMPT="%{${fg[blue]}%}[%~]%{${reset_color}%}"

## 履歴検索機能のショートカット設定(複数行履歴への対応)
autoload history-search-end
zle -N history-beginning-search-backward-end history-search-end
zle -N history-beginning-search-forward-end history-search-end
bindkey "^p" history-beginning-search-backward-end
bindkey "^n" history-beginning-search-forward-end



おわりに


上記は4年前の設定をほぼそのまま流用しているため、ひょっとしたらおかしな部分があるかもしれません。とりあえず私の環境では問題なく動作していますが、そろそろ設定を見直してみたい気もします。


次回は、新たに導入したtmuxについて紹介します。


VPSセットアップ関連記事



	無料VPS HOST1FREEの使い方

	Linux VPSの基本的なセキュリティ設定

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編

	PuTTY設定覚え書き

	WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた
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zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編


Created at: 2012-07-20 | Tags: linux


tmux(ティーマックス)は、一つのターミナルウィンドウ内で仮想的に複数のウィンドウを切り替えて使用することができる仮想端末管理ツールです。


同様の機能を持つツールとしてscreenが広く使われてきましたが、現在はより高機能・省メモリなtmuxが人気を集めています。


tmuxはscreenと比較し、主に以下のような特徴があります。



	ウィンドウタイトルの自動変更に対応

(最終実行コマンド名をウィンドウタイトルとして表示できる)

	コピーモードのコピー履歴を複数保持し、一覧から選んでペースト可能

	ウィンドウを上下・左右に分割可能




環境構築の準備


tmuxの最新版(1.6)パッケージはRPMForgeリポジトリからインストールします。yumのサードパーティ製リポジトリ追加手順については以下のページが参考になります。



	RPMforge EPEL Remi リポジトリインストール | CentOSサーバー構築マニュアル




私の方で実行した内容は以下のとおりです。(EPELリポジトリはmoshをインストールする場合などに使用します。moshについては別の機会に紹介します。)


$ sudo cp -p /etc/yum.repos.d/CentOS-Base.repo /etc/yum.repos.d/CentOS-Base.repo.bak
$ sudo vim /etc/yum.repos.d/CentOS-Base.repo
  priority=1を追加
$ sudo rpm --import http://apt.sw.be/RPM-GPG-KEY.dag.txt
$ sudo rpm -ivh http://apt.sw.be/redhat/el6/en/i386/rpmforge/RPMS/rpmforge-release-0.5.2-2.el6.rf.i686.rpm
$ sudo rpm --import http://dl.fedoraproject.org/pub/epel/RPM-GPG-KEY-EPEL-6
$ sudo rpm -ivh http://dl.fedoraproject.org/pub/epel/6/i386/epel-release-6-7.noarch.rpm
$ vim /etc/yum.repos.d/rpmforge.repo
$ vim /etc/yum.repos.d/epel.repo
  enabled=1を確認



tmuxのセットアップ


tmux インストール


前述のとおり、yumにRPMForgeリポジトリを追加することでパッケージがインストールできます。


$ sudo yum install tmux



tmux 使い方


tmuxコマンドでtmuxが起動します。


[image: tmux 標準設定画面]



よく使いそうな起動オプションとしては以下が挙げられます。


list-sessions                      | 全セッションを列挙
attach                             | 最後にデタッチしたセッションに接続
attach-session [-t target-session] | 指定したセッションに接続



tmux上の操作は基本的に、プレフィックスキー(標準ではC-b)を押した後にキーを入力する2ストローク操作になります。


標準のキー設定はlist-keysで確認することができます。よく使いそうなキー操作としては以下が挙げられます。(ウィンドウの分割は個人的にあまり使わないので、ここでは省いています。)


■ウィンドウとペイン
c | new-window      | 新しいウィンドウを作成
n | next-window     | 次のウィンドウへ移動
p | previous-window | 前のウィンドウへ移動
[ | copy-mode       | コピーモードに入る

■クライアントとセッション
d | detach-client   | カレントクライアントをデタッチ

■バッファ
= | choose-buffer   | バッファをリストから対話的に選択
] | paste-buffer    | ペーストバッファの内容をカレントウィンドウに挿入

■その他
: |command-prompt   | コマンドプロンプトを開く
? |list-keys        | キーバインドを列挙

■コピーモード(vi)
space |始点選択
enter |終点選択



標準の全キー操作を以下にまとめました。



	tmux標準キー操作(list-keys)説明一覧




tmux 設定


tmuxの設定を行います。


$ vim ~/.tmux.conf

#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#  セッションオプション
#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#新しいウィンドウのベース番号
set-option -g base-index 1
#全てのベルを無視
set-option -g bell-action none
#各セッションで保持するバッファ数
#set-option -g buffer-limit 20
#256色端末を使用
set-option -g default-terminal "screen-256color"
#ウィンドウ履歴で保持される最大行数
set-option -g history-limit 5000
#Escapeキー入力時の待ち時間(0.5秒)をキャンセル
set-option -s escape-time 0

#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#  ステータスライン
#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#status-left 及び status-right の非ASCII文字をUTF-8として扱う
set-option -g status-utf8 on 

set-option -g status-left '#[fg=white,bg=blue][S:#S]#[default]'
set-option -g status-right '#[fg=black,bg=cyan][CPU=#(getCpuUsage.sh) MEM=#(getMemUsage.sh)]#[fg=white,bg=blue][%Y/%m/%d(%a)%H:%M]#[default]'
set-option -g status-right-length 50
set-option -g status-fg white
set-option -g status-bg black
set-window-option -g window-status-fg blue
set-window-option -g window-status-bg black
set-window-option -g window-status-current-fg white
set-window-option -g window-status-current-bg blue

#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#  ウィンドウオプション
#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#ウィンドウを実行コマンド名で自動リネーム
set-window-option -g automatic-rename on
#スクロールモード、コピーモード、選択モードで vi のキーバインドを使う
set-window-option -g mode-keys vi
#ウィンドウで動作があるとステータスラインでハイライト
set-window-option -g monitor-activity on
#UTF-8 シーケンスが現れることに備える
set-window-option -g utf8 on

#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#  キーバインド
#+----------------------------------------------------------------------------------------+
#プレフィックスキーを設定
set-option -g prefix C-z
unbind-key C-b
bind-key C-z send-prefix

#C-Right,C-Leftでウィンドウ切り替え
#* Ctrl and arrow keys doesn't work in putty! What do I do?
#http://tmux.svn.sourceforge.net/viewvc/tmux/trunk/FAQ
set -g terminal-overrides "xterm*:kLFT5=\eOD:kRIT5=\eOC:kUP5=\eOA:kDN5=\eOB:smkx@:rmkx@:colors=256"
bind-key -n C-Right next-window
bind-key -n C-Left previous-window

#コピーモードに入る
bind-key y copy-mode
#ペーストバッファの内容をカレントウィンドウに挿入
bind-key p paste-buffer

#Yで一行コピー
#http://blog.m4i.jp/entry/2012/02/13/155233
bind-key -t vi-copy Y copy-line

#~/.tmux.conf をリロード
bind-key r source-file ~/.tmux.conf; display "Reloaded!"

#ペインを水平・垂直分割
bind-key s split-window -h
bind-key v split-window -v
#h,j,k,lでペインを切り替え
bind-key h select-pane -L
bind-key j select-pane -D
bind-key k select-pane -U
bind-key l select-pane -R



ステータスラインにCPUとメモリの使用率を表示するために下記スクリプトを使用しています。


$ vim ~/bin/getCpuUsage.sh
    #!/bin/bash
    top -bn1 | grep "^Cpu(s)" | sed "s/.*, *\([0-9.]*\)%id.*/\1/" | awk '{printf ("%3d%\n", 100 - $1 + 0.5)}'
$ vim ~/bin/getMemUsage.sh
    #!/bin/bash
    free | grep "^Mem:" | awk '{printf ("%3d%\n", (($3 / $2) * 100) + 0.5)}'
$ chmod u+x ~/bin/getCpuUsage.sh ~/bin/getMemUsage.sh



設定後の画面表示は以下のようになります。


[image: tmux 設定変更後画面]



256色表示を使用したい場合、The 256 color mode of xtermの256colors2.plで表示を確認しておきましょう。256色表示できればステータスラインでもcolour0～colour255が使用できます。


自動再アタッチの設定


以下の設定を~/.zshrcに追加することで、ログイン時にセッションが存在した場合、自動的にアタッチすることができます。


#Start tmux on every shell login
#https://wiki.archlinux.org/index.php/Tmux#Start_tmux_on_every_shell_login
if which tmux 2>&1 >/dev/null; then
    #if not inside a tmux session, and if no session is started, start a new session
    test -z "$TMUX" && (tmux attach || tmux new-session)
fi



なお、この設定はscreenを起動することを考慮していないため、この設定状態でscreenを起動しないよう注意して下さい。(screenの内側でtmuxを起動してしまいます)


参考ページ


整理できていませんが、参考にさせてもらったページは以下のとおり。



	時代はGNU screenからtmuxへ - Dマイナー志向

	screen? tmux? byobu? - GeekなNooblog

	GNU Screen ライクなターミナルマルチプレクサ「tmux」を使う - えこ日記

	Ubuntu Weekly Recipe：第127回　ターミナルマルチプレクサ tmuxを使ってみよう｜gihyo.jp … 技術評論社

	Manpage of TMUX

	screenからtmuxに乗り換えたら快適！(二点除く) - 凡人プログラマ

	screen(だけ)の時代は終わり。tmuxでリモートコンソールを便利に使うTips : アシアルブログ

	オデの日記＠WEB系: screenをやめてtmuxへ

	screenの次はtmuxらしい。tmuxの優しい育て方。 - 進・日進月歩

	dotfiles/.tmux.conf at master ・ harajune/dotfiles ・ GitHub

	iTerm2 + zsh + tmux + vim で快適な256色ターミナル環境を構築する - ゆるよろ・オブ・ザ・( ;ﾟ皿ﾟ)ﾉｼΣ ﾌｨﾝｷﾞｨｨｰｰｯ!!! 日記

	Command Lineで使用しているツールまとめ #Vim #Zsh #tmux #Mac #command - Qiita

	Terminal Multiplexer(tmux)の紹介｜サイバーエージェント 公式エンジニアブログ

	hollyなblog:tmuxメモ その2

	tmux での1行コピー または man tmux に載っていないコマンド - カワイイはつくれる

	.tmux.confをごにょごにょする - mizchi log

	Code inComplete - Sharpening Tools with TMUX

	tmux.svn.sourceforge.net/viewvc/tmux/trunk/FAQ

	software:terminal:tmux [kynan's wiki]

	tmuxの使い方メモ - ヌキのやる気のないエンジニアブログ

	tmux の導入と諸設定 メモ - Log4jpnLog

	tmuxを使ってみる - い～さねっと

	Macでtmuxのステータスラインに起動時間/ロードアベレージ/メモリ使用率を表示 - よんちゅBlog

	bash - How to get overall CPU Usage (e.g. 57%) on Linux - Stack Overflow

	Showing CPU/Memory usage on tmux status bar(tmuxのステータスバーにCPUとMemoryの使用状況を表示する)

	端末の中で仮想端末を管理するtmux(GNU screenの代替)について(概要・実行・操作) - 試験運用中なLinux備忘録

	tmux + vim で256色 - shimobayashiの日記




おわりに


現在まだscreenをお使いの方には、tmuxへの移行をおすすめしておきます。


次回はVimの設定について紹介します。


VPSセットアップ関連記事



	無料VPS HOST1FREEの使い方

	Linux VPSの基本的なセキュリティ設定

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編

	PuTTY設定覚え書き

	WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた
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zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編


Created at: 2012-07-20 | Tags: linux


ローカルのGVimはプラグインなどを詰め込んで設定が肥大化気味なんですが、リモートのVimは最低限の設定だけして使っています。


Vimについては以前「Vim初心者的導入メモ」で書いたことがあるため、ここでは今回VPS上で行った設定内容のみ簡単に紹介します。


Vimのセットアップ


HOST1FREE 無料VPSのCentOS 6では、初期状態からVimがインストール済みだったため、インストールは行なっていません。


Vimの設定は以下のとおりです。


$ vim ~/.vimrc

"+----------------------------------------------------------------------------------------+
"  基本設定
"+----------------------------------------------------------------------------------------+
"新しい行のインデントを現在行と同じにする
set autoindent
"ファイル保存ダイアログの初期ディレクトリをバッファファイル位置に設定
set browsedir=buffer
"クリップボードをOSと連携
set clipboard=unnamed
"Vi互換をオフ
set nocompatible
"タブの代わりに空白文字を挿入する
set expandtab
"変更中のファイルでも、保存しないで他のファイルを表示
set hidden
"インクリメンタルサーチを行う
set incsearch
"タブ文字、行末など不可視文字を表示する
set list
"listで表示される文字のフォーマットを指定する
set listchars=eol:$,tab:>\ ,extends:<
"行番号を表示する
set number
"閉じ括弧が入力されたとき、対応する括弧を点滅表示しない
set noshowmatch
"検索時に大文字を含んでいたら大/小を区別
set smartcase
"新しい行を作ったときに高度な自動インデントを行う
set smartindent
"行頭の余白内で Tab を打ち込むと、'shiftwidth' の数だけインデントする。
set smarttab
"カーソルを行頭、行末で止まらないようにする
set whichwrap=b,s,h,l,<,>,[,]
"検索をファイルの先頭へループしない
set nowrapscan
"起動時のメッセージを消す
set shortmess+=I
"外部のエディタで編集中のファイルが変更されたら自動的に読み直す
set autoread
"検索結果をハイライトしない
set nohlsearch
"Diff設定 埋め立て行を表示、常に垂直分割
set diffopt=filler,vertical
"コマンドの履歴保存数を指定
set history=100000
"タブ幅を設定
set tabstop=4
set shiftwidth=4
"ビープ音を抑制
set vb t_vb=

"+----------------------------------------------------------------------------------------+
"  キーマップ設定
"+----------------------------------------------------------------------------------------+
"検索語が画面の真ん中に来るようにする
nmap n nzz
nmap N Nzz
"*で部分一致も検索する
nmap * g*zz
nmap # g#zz
"行末まで移動したとき表示行が真ん中にくるようにする
nmap G Gzz
"<Space>で画面中央カーソルのままスクロール
nnoremap <Space> jzz
nnoremap <S-Space> kzz
"インサートモード移行時カーソル行を画面中央に
nnoremap i zzi
nnoremap I zzI
nnoremap a zza
nnoremap A zzA
nnoremap o zzo
nnoremap O zzO
"ブロック移動時カーソル行を画面中央に
nnoremap } }zz
nnoremap { {zz
"<C-o>ジャンプ時カーソル行を画面中央に
nnoremap <C-o> <C-o>zz

"ノーマルモード時Enterで改行する
nnoremap <CR> o<ESC>

"表示行単位で行移動
noremap j gj
noremap k gk

"<Leader><Leader>で変更があれば保存
nnoremap <Leader><Leader> :up<CR>

"v$およびvvで行末まで選択
vnoremap $ $h
vnoremap v $h



Vimのノーマルモードを抜けた際にIMEをOFFしたい


Tera Termでは独自の制御シーケンスで対応できるようで羨ましいかぎりですが、PuTTYには該当機能が見当たらないため、AutoHotkeyで無理やり対応しておきます。


下記AutoHotkeyスクリプトを常駐させておくことで、PuTTYウィンドウ内でEscキー(または変換キー)を押した際にIMEがOFFになります。(IME_SETはIME.ahkからのコピペです。)


;-----------------------------------------------------------
; IMEの状態をセット
;   SetSts          1:ON / 0:OFF
;   WinTitle="A"    対象Window
;   戻り値          0:成功 / 0以外:失敗
;-----------------------------------------------------------
IME_SET(SetSts, WinTitle="A")    {
    VarSetCapacity(stGTI, 48, 0)
    NumPut(48, stGTI,  0, "UInt")   ;   DWORD   cbSize;
    hwndFocus := DllCall("GetGUIThreadInfo", Uint,0, Uint,&stGTI)
                 ? NumGet(stGTI,12,"UInt") : WinExist(WinTitle)

    return DllCall("SendMessage"
          , UInt, DllCall("imm32\ImmGetDefaultIMEWnd", Uint,hwndFocus)
          , UInt, 0x0283  ;Message : WM_IME_CONTROL
          ,  Int, 0x006   ;wParam  : IMC_SETOPENSTATUS
          ,  Int, SetSts) ;lParam  : 0 or 1
}

;+----------------------------------------------------------------------------------------+
;  PuTTYのウィンドウ限定
;+----------------------------------------------------------------------------------------+
#IfWinActive ahk_class PuTTY

Esc::
    Send, {Esc}
    IME_SET(0)
return
vk1Csc079::
    Send, {Esc}
    IME_SET(0)
return



おわりに


以上でCUI環境のセットアップは完了です。


次回はPuTTYの設定について書き残しておこうかと思います。


VPSセットアップ関連記事



	無料VPS HOST1FREEの使い方

	Linux VPSの基本的なセキュリティ設定

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編

	PuTTY設定覚え書き

	WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた
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PuTTY設定覚え書き


Created at: 2012-07-21 | Tags: linux


SSHクライアントとして使用しているPuTTYの設定を書き残しておきます。特に凝ったことはしていません。


最近までPuTTY ごった煮版を使っていましたが、更新が止まって久しいため、今回VPSのセットアップに伴いICE IV版 PuTTYに移行しました。


ICE IV版 PuTTYのインストール


putty-gidのアーカイブを解凍後、iniファイルへの設定保存とUI日本語化のため「ini/putty.ini」と「ja-JP/putty.lng」をputty.exeフォルダにコピーしておきます。


ICE IV版 PuTTYの設定


putty.exeを起動し、下記設定後に「セッション」→「セッション一覧」から「Default Settings」を選択して保存します。


「セッション」→「ログ」
    セッションのログ : 印字可能な出力
    ログファイル名 : logs\&H-&Y&M&D&T.log

「ウィンドウ」
    スクロールバックの行数 : 2000000
    フルスクリーンモードでスクロールバーを表示する : ON

「ウィンドウ」→「外観」
    カーソルの点滅 : ON
    フォント : Terminal, 14-point

「ウィンドウ」→「動作」
    Ctrl+TABでPuTTYのウィンドウを切り替える : ON

「ウィンドウ」→「変換」
    文字コードの設定 : UTF-8

「ウィンドウ」→「色」
    Colour0="204,204,204"
    Colour1="255,255,255"
    Colour2="51,51,51"
    Colour3="85,85,85"
    Colour4="0,0,0"
    Colour5="128,255,128"
    Colour6="0,0,0"
    Colour7="85,85,85"
    Colour8="255,128,128"
    Colour9="255,128,128"
    Colour10="128,255,128"
    Colour11="128,255,128"
    Colour12="255,255,128"
    Colour13="255,255,128"
    Colour14="70,130,180"
    Colour15="70,130,180"
    Colour16="128,128,192"
    Colour17="128,128,192"
    Colour18="128,255,255"
    Colour19="128,255,255"
    Colour20="255,255,255"
    Colour21="255,255,255"
    Colour22="0,0,0"
    Colour23="255,128,128"



接続先毎に以下の設定を行い、セッション名をつけて保存します。


「セッション」
    ホスト名 : <IPアドレス>
    ポート : <ポート番号>
    セッション一覧 : <セッション名>

「接続」→「データ」
    自動ログインのユーザ名 : <ユーザ名>

「接続」→「SSH」→「認証」
    認証のためのプライベートキーファイル : <ppkファイルパス>



「path\to\putty.exe -load <セッション名>」でランチャに登録しておけば直接セッションを開けます。


pageant.exeによる公開鍵認証の自動ログイン


「pageant.exe」を常駐させ、接続先毎の秘密鍵(ppk)を読み込ませておくと、ログイン時の秘密鍵パスフレーズ入力を自動化することができます。(ただしこの機能の安全性はよく分かりません。自己責任で。)


おわりに


PuTTYの設定は以上です。


次回はWindowsでmoshを使ってみた話を書く予定です。


VPSセットアップ関連記事



	無料VPS HOST1FREEの使い方

	Linux VPSの基本的なセキュリティ設定

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編

	PuTTY設定覚え書き

	WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた













ナレッジエース





WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた


Created at: 2012-07-21 | Tags: linux


mosh(モッシュ)はローミング(自動再接続)とローカルエコー(キー入力と同期の分割処理)に対応したリモートターミナルソフトです。内部的にSSHを使用しています。


moshを使用することでOS休止状態からの復帰時などもターミナル接続が継続でき、レスポンスの遅い環境では文字入力時の同期待ちが(体感上)改善されます。


moshはサーバとクライアントの両方にインストールして使用します。現在のところWindows用のクライアントは公開されていませんが、Cygwinを使用することで動作させることができます。


サーバ(CentOS 6)側のmoshのセットアップ


CentOS 6ではyumのサードパーティ製リポジトリであるEPELリポジトリからmoshのパッケージをインストールすることができます。先日のtmuxの記事で書いた手順に従いEPELリポジトリを追加しておいて下さい。


$ sudo yum install mosh



iptablesでmoshが使用するポートを開放します。


$ sudo vim /etc/sysconfig/iptables
    -A RH-Firewall-1-INPUT -m state --state NEW -m udp -p udp --dport 60000:61000 -j ACCEPT
$ sudo service iptables restart



クライアント(Windwos)側のmoshのセットアップ


「Compiling Mosh (http://mosh.mit.edu/) under Cygwin - Gist」の手順を参考に進めていきます。


Cygwinのインストール


Cygwinのsetup.exeをダウンロード・実行し、オンラインインストールを行います。インストール時に以下のパッケージを有効化しておきます。



	wget

	openssh

	make

	boost

	libncurses-devel

	pkg-config

	perl




インストール後、「Cygwin Terminal」を起動します。「Cygwin Terminal」の実態はPuTTYベースのminttyというターミナルです。タイトルバーの右クリックメニューから「Options」を選択し、以下の設定を行います。


Looks
    Colours
        Foreground : 204,204,204
        Background : 51,51,51
        Cursor : 128,255,128
    Cursor
        Block : on
        Blinking : on
Text
    Font : Terminal, 14-point
    Locale : ja_JP
    Character set : UTF-8
Mouse
    Right click action : Paste



minttyの設定は「~/.minttyrc」に保存されます。設定ファイルでは上記設定の他、ANSIカラーとIME有効時のカーソル色などが設定できます。(参考：Manual Reference Pages  - mintty)


BoldAsFont=no
ForegroundColour=204,204,204
BackgroundColour=51,51,51
CursorColour=128,255,128
CursorType=block
Font=Terminal
FontHeight=14
Locale=ja_JP
Charset=UTF-8
RightClickAction=paste

Black=0,0,0
Red=255,128,128
Green=128,255,128
Yellow=255,255,128
Blue=70,130,180
Magenta=128,128,192
Cyan=128,255,255
White=255,255,255
BoldBlack=85,85,85
BoldRed=255,128,128
BoldGreen=128,255,128
BoldYellow=255,255,128
BoldBlue=70,130,180
BoldMagenta=128,128,192
BoldCyan=128,255,255
BoldWhite=255,255,255

IMECursorColour=255,128,128



moshのビルド


Cygwin内で以下の手順でビルドを行います。


$ wget http://protobuf.googlecode.com/files/protobuf-2.4.1.tar.gz
$ tar xvvf protobuf-2.4.1.tar.gz
$ cd protobuf-2.4.1
$ ./configure
$ make
$ make install

$ wget https://github.com/downloads/keithw/mosh/mosh-1.2.2.tar.gz
$ tar zxvf mosh-1.2.2.tar.gz
$ cd mosh-1.2.2
$ ./configure CPPFLAGS="-I/usr/include/ncurses" PKG_CONFIG_PATH=/usr/local/lib/pkgconfig/
$ make
$ make install

$ perl -MCPAN -e shell
cpan> install IO::Pty



SSHの接続確認


moshを使用する前に、CygwinからSSH単体で問題なく接続できることを確認しましょう。


Windowsの環境変数で$HOMEを指定している場合、Cygwinの /etc/passwd に記載された自アカウントのホームディレクトリを「/cygdrive/c/path/to/home」に修正しておきます。


以下の内容で「~/.ssh/config」を作成します。なお、秘密鍵はOpen-SSHフォーマットで保存しておく必要があるため注意してください。(PuTTY用のppkファイルのままだと「Permission denied」となり使用できません。puttygen.exeからppkを読み込み、「Conversions」→「Export OpenSSH key」で保存します。)


Host <ホスト名>
HostName <IPアドレス>
User <ユーザ名>
Port <ポート番号>
IdentityFile ~/.ssh/<秘密鍵ファイル名>



下記コマンドでSSH接続を確認します。


$ ssh <ホスト名>



moshの接続確認


さて、いよいよmoshでの接続確認を行います。mosh公式サイトのusageに従い実行してみます。


$ mosh <ユーザ名>@<IPアドレス> --ssh="ssh -p <SSHポート番号> -i ~/.ssh/<秘密鍵ファイル名>"
Hangup



残念ながら「Hangup」となり動作しませんでした。Compiling Mosh (http://mosh.mit.edu/) under Cygwin - Gistのコメントを読むと、サーバ側でmosh-serverを実行後、クライアント側でmosh-cliantを使用すれば接続できるようです。試してみましょう。


サーバ側で以下を実行します。


$ mosh-server

MOSH CONNECT 60001 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

mosh-server (mosh 1.2.2)
Copyright 2012 Keith Winstein <mosh-devel@mit.edu>
License GPLv3+: GNU GPL version 3 or later <http://gnu.org/licenses/gpl.html>.
This is free software: you are free to change and redistribute it.
There is NO WARRANTY, to the extent permitted by law.

[mosh-server detached, pid = XXXXX]



クライアント側で以下を実行します。(mosh-server実行後、60秒以内くらいに実行しないとサーバ側のプロセスが消えてしまうようなので注意して下さい。)


$ MOSH_KEY=XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX mosh-client <IPアドレス> 60001



今度は無事接続できました。適当に素早くキー入力してみると同期待ちの文字にはアンダーラインが表示され、ローカルエコーが効いているのが分かります。


ただ、このままではmosh接続するたびに手動でサーバ側のmosh-serverを起動しなくてはならず不便です。


Cygwin環境用 改造版moshコマンド


「Compiling Mosh under Cygwin - Gist」のコメントからリンクされている「Issue #164: Cygwin build works in general, but Perl part does not ・ keithw/mosh ・ GitHub」のコメントを読んでいくと、「http://codepad.org/SnjyALGm」でCygwin環境での問題を修正したmoshコマンドが公開されていました。


ただ、どうやらこの改造版moshコマンドはsshのポート番号と公開鍵認証のオプション指定に対応していないようだったので、とりあえず--sshオプションをハードコーディングして対応させてみました。


下記ファイルの203行目を環境に合わせて修正し、「cygwin\usr\local\bin\mosh」に保存すれば「$ mosh <ユーザ名>@<IPアドレス>」で接続できます。(下記コマンドの使用は自己責任でお願いします。)



	SSHオプション強制対応 修正版moshコマンド




203行目の該当箇所は以下のとおり。


open P, '-|', $ssh, '-p', '<SSHポート番号>', '-i', '/cygdrive/c/path/to/home/.ssh/<秘密鍵ファイル名>', '-S', 'none', '-o', "ProxyCommand=$quoted_self --fake-proxy -- %h %p 2>$quoted_tmp", '-t', $userhost, '--', $server, @server



参考ページ



	さくらVPSにSSH代替品のMoshを入れてみた - Glide Note - グライドノート

	mosh: MITからモバイル時代のSSH代替品 - karasuyamatenguの日記

	SSH->Mosh : SSH 代替 Mosh で快適接続 - jedipunkz's blog

	【やっぱり】モバイルシェル Moshをインストールしてみた【Macだね】 | くずのは探偵事務所

	さくらの VPS にモバイル時代の SSH の代替品 Mosh をインストールしてみた - A Day in Serenity @ Kenji

	もっしゅもっしゅ mosh サーバーをCentOS 6.2 に構築 ≫ 流連荒亡




おわりに


なんとかCygwinでもmoshがまともに使えることが確認できました。


ただ、tmuxを使用していれば接続が切れてもあまり問題にならないため、ローカルエコーの為だけにCygwinを持ち出すのも大げさな気がします。結局、私はmoshの採用は見送ることにしました。


VPSセットアップに伴う環境構築の記事はひとまずこれでお終いです。今後はnginx+unicornでのRailsアプリの動作確認などに挑戦してみようかと思っています。進展あり次第また紹介します。


VPSセットアップ関連記事



	無料VPS HOST1FREEの使い方

	Linux VPSの基本的なセキュリティ設定

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 1/3 「zsh」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 2/3 「tmux」編

	zsh, tmux, vimで構築する快適なCUI環境 3/3 「Vim」編

	PuTTY設定覚え書き

	WindowsのCygwin環境でmoshを使ってみた













ナレッジエース





花粉Cutで作るJINS PC カスタム


Created at: 2012-07-21 | Tags: goods


最近流行りのPC用ブルーライトカット眼鏡ですが、私はプロジェクタの反射が眩しい時や、就寝前にモニタを見るときだけ使ってみています。ただ、JINS PCの初期モデルは上下左右の隙間から入ってくる光が気になっていました。


最近、好きなフレームにJINS PCのレンズを入れられる「JINS PC カスタム」の販売が始まったため、最も隙間の少なそうな「花粉Cut」でカスタム版を作ってみました。レンズはライトブラウンです。


[image: 花粉Cut + JINS PC カスタム]



花粉Cut + JINS PC カスタム


さすが花粉を92%カットするだけあって、密閉性は抜群です。


[image: 花粉Cut + JINS PC カスタム]



しかし密閉性が良すぎて、汗ばむ環境ではレンズがすぐ曇ってしまうので、適度に顔から離して空気を通してやる必要があります。


[image: 花粉Cut + JINS PC カスタム]



JINS PC 初期型との比較


パッケージタイプのJINS PCのブルーライトカット率が約50%なのに対し、JINS PC カスタムのブルーライトカット率は約45%となっています。



	JINSのPCユーザー仕様メガネ、度付きバージョン5月より投入、遠近両用も対応 -INTERNET Watch





JINS PCでは、ブルーライトを約50％カットできる伊インターキャスト社製「NXTレンズ」を採用していたのに対し、JINS PC カスタムでは国内大手レンズメーカーのレンズを採用。NXTレンズと同水準の約45％のブルーライトカット率と、眼の負担にならない自然な明るさをキープするのに成功したとしている。




実際両方を使い比べてみたところ、明るさの違いは殆ど感じられませんでした。


[image: 花粉Cut + JINS PC カスタム]



この写真だとわかりづらいですが、花粉Cutの方がレンズが一回り大きいです。


クリアレンズについて


JINS PC カスタムではクリアレンズを選択することもできます。ライトブラウンレンズでは色味が大分変わってしまうため、本来の「ブルーライトによる目の負担を軽減する」目的で一日中かけていたい人にはクリアレンズの方がよいかもしれません。


私はどちらかというと「一時的に眩しさを軽減する」目的で使用したいため、ライトブラウンレンズを選びました。


また、クリアレンズのサンプルを店頭で見せてもらったところ、かなりどぎつい紫系の反射があるため、人と対面する場で使ってしまうと相手に悪いかもしれません。


JINS PC for Hackersとの比較


先日予約販売されたJINS PC for Hackersと比べると、「花粉Cut + JINS PC カスタム」の最大のメリットは価格が抑えられる点です。


「JINS PC for Hackers」が\9,990と高価なのに対し、「花粉Cut + JINS PC カスタム」はフレームとレンズで計\7,980で、さらに現在ネット上で入手できる2000円OFFクーポンが使用できます。(「JINS PC for Hackers」はクーポン非対応)


これにより最終的に\5,980で購入できました。


おわりに


JINS PCの効果に関する実験結果が公開されたりしていますが、個人的にはPC用ブルーライトカットレンズを一日中かけていると、目自体の耐性が低下してしまう懸念があるのではないかと感じています。


PCのディスプレイは設定で輝度を落とし、JINS PCは必要に応じて一時的に使用するという使い方がおすすめです。


なお、今回作った「花粉Cut + JINS PC カスタム」版はフレームの特性により目の周りが暗く見え、パッケージ版より見栄え上の不自然さがあるため自宅用としました。











ナレッジエース





旧ブログからのRSSリダイレクトを始めました


Created at: 2012-07-24 | Tags: info


5月に移転してから、このnanoc版ブログの運用も大分安定してきたので、旧ナレッジエースからのRSSのリダイレクトを始めました。今後は旧ブログでRSSリーダーに登録いただいていた方も、引き続き購読いただけます。


既にRSSからあふれた記事については記事一覧からご確認下さい。
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nginx＋UnicornでRedmineを動かす 1/3 「Redmineのインストール」編


Created at: 2012-07-28 | Tags: linux


VPS上に自分用のRedmine環境を構築してみました。ここでは、nginx＋Unicornを使ってRedmineを動かすまでの手順を紹介します。


nginx＋Unicornの環境構築に入る前に、まずはRedmineをインストールして標準のWEBrickで動作を確認します。


Ruby 1.9.x のインストール


CentOSのyumでインストールできるRubyは、現在のところ1.8.xしかありません。1.9.xを使用したい場合はソースからコンパイルします。


Ruby 1.9.xのコンパイルは、予め特定のパッケージがインストールされた状態で行わないと一部の機能が無効な状態でコンパイルされてしまうため注意が必要です。



	rubyのコンパイルする前に入れるライブラリ(centos 6.2) - CubicLouve

	CentOS6 に Ruby1.9.3 をインストールする手順 - present




上記の記事を参考に、私の方では予め次のパッケージをインストールしました。


$ sudo yum install autoconf ncurses-devel libffi-devel openssl-devel libyaml-devel readline-devel procps zlib-devel curl-devel sqlite-devel



Rubyのコンパイルとインストールは以下のとおり。インストールファイルを管理するためにpacoを使用しています。


$ wget ftp://ftp.ruby-lang.org/pub/ruby/1.9/ruby-1.9.3-p194.tar.gz
$ tar zxvf ruby-1.9.3-p194.tar.gz
$ cd ruby-1.9.3-p194
$ ./configure --prefix=/usr
$ make
$ sudo paco -D make install
$ ruby -v
ruby 1.9.3p194 (2012-04-20 revision 35410) [i686-linux]
$ gem -v
1.8.23
$ sudo gem update --system
$ gem -v
1.8.24



Redmineのインストール


Redmineのインストールは以下のページを参考に進めます。



	Redmine 2.0をCentOS 6にインストールする手順 | Redmine.JP Blog

	Redmineのインストール | Redmine.JP




必要なパッケージのインストール


MySQLとImageMagickをインストールします。ImageMagickはガントチャートのPNG形式でのエクスポートで使用するようです。


$ sudo yum install mysql-server mysql-devel
$ sudo yum install ImageMagick ImageMagick-devel



MySQLの設定


パスワード設定、データベースの作成などを行います。


$ sudo cp -p /etc/my.cnf /etc/my.cnf.bak
$ sudo vim /etc/my.cnf
    [mysqld] セクション末尾に character-set-server=utf8 を追加
    [mysql] セクション末尾に default-character-set=utf8 を追加
$ sudo chkconfig mysqld on
$ sudo service mysqld start
$ sudo mysql -uroot
  ・character_set が filesystem, dir 以外すべてutf8になっていることを確認
    mysql> show variables like 'character_set%';
  ・rootユーザーのパスワード変更・匿名ユーザー削除
    mysql> use mysql;
    mysql> update user set password=password('********') where user = 'root';
    mysql> delete from user where user = '';
    mysql> flush privileges;
    mysql> exit;
$ sudo mysql -uroot -p
  ・Redmine用データベースとユーザーの作成
    mysql> create database db_redmine default character set utf8;
    mysql> grant all on db_redmine.* to user_redmine identified by '********';
    mysql> flush privileges;
    mysql> exit;



Redmineのインストール


Redmineをダウンロード・解凍し、設定ファイルを作成します。なお、メール通知を使用しないため「config/configuration.yml」の作成は省いています。


$ wget http://rubyforge.org/frs/download.php/76259/redmine-2.0.3.tar.gz
$ tar zxvf redmine-2.0.3.tar.gz
$ sudo mv redmine-2.0.3 /var/www/redmine
$ cd /var/www/redmine
$ vim config/database.yml
    production:
      adapter: mysql2
      database: db_redmine
      host: localhost
      username: user_redmine
      password: ********
      encoding: utf8



bundlerでRedmineが必要とするGemパッケージをインストールします。


$ sudo gem install bundler
$ sudo bundle install --without development test postgresql sqlite



セッションデータ暗号化用鍵の生成とテーブル作成を行います。


$ rake generate_secret_token
$ RAILS_ENV=production rake db:migrate



以上でRedmineのインストールは完了です。


Redmineの動作確認


WEBrickのWebサーバを起動してRedmineが正しく動作するか確認しましょう。


$ sudo vim /etc/sysconfig/iptables
    以下を追加
    -A RH-Firewall-1-INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 3000 -j ACCEPT
$ sudo service iptables restart
$ ruby script/rails server webrick -e production



http://IPアドレス:3000/ にアクセスし、正しく表示されることを確認します。デフォルトのログインアカウントは「admin/admin」です。


[image: Redmine 初期画面]



おわりに


次回はnginxとUnicornをセットアップします。


連載一覧



	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 1/3 「Redmineのインストール」編

	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 2/3 「nginx＋Unicornの設定」編

	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 3/3 「サブディレクトリ」編
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nginx＋UnicornでRedmineを動かす 2/3 「nginx＋Unicornの設定」編


Created at: 2012-07-29 | Tags: linux


nginx(エンジンエックス)はロシアで開発されているWebサーバ兼リバースプロキシサーバです。消費リソースが低く、高負荷状態でも性能が劣化しにくい特徴があり、GitHubやHeroku、WordPress.comで採用されるなど近年人気が高まっています。


nginx単体では動的なコンテンツを取り扱えないため、nginxでRailsアプリを動作させるためにはアプリケーションサーバとの連携が必要になります。


Rails用のアプリケーションサーバとしてはPassengerなどが有名ですが、最近ではこちらも低消費リソースで高負荷に対応したUnicornが注目されています。


Unicornの設定


nginx＋UnicornでRedmineを動作させるにあたり、まずはアプリケーションサーバであるUnicornのセットアップから始めます。Unicornの概要については以下のページが参考になります。



	次世代RailsサーバーUnicornを使ってみた | TechRacho

	UnicornでSinatraアプリをデプロイしてみた - 射撃しつつ前転

	rails/unicorn - 技術メモ

	uu59のメモ | Rubyのhttpサーバまとめ 2012年4月版(thin, Unicorn, Passenger, etc)




Unicornのインストール


gemでUnicornをインストールします。


$ sudo gem install unicorn



Unicornの設定


RedmineにUnicorn用の設定ファイルを追加します。設定ファイルの内容は以下のページを参考にしました。



	Class: Unicorn::Configurator(unicorn.conf.rb, unicorn.conf.minimal.rb)

	nginx + unicorn + Rails on Mac - Aerialarts




$ vim /var/www/redmine/config/unicorn.rb
    # ワーカーの数
    worker_processes 1
    # ソケット経由で通信する
    listen File.expand_path('tmp/sockets/unicorn.sock', ENV['RAILS_ROOT'])
    # ログ
    stderr_path File.expand_path('log/unicorn.log', ENV['RAILS_ROOT'])
    stdout_path File.expand_path('log/unicorn.log', ENV['RAILS_ROOT'])
    # ダウンタイムなくす
    # preload_app true

    before_fork do |server, worker|
      defined?(ActiveRecord::Base) and ActiveRecord::Base.connection.disconnect!

      old_pid = "#{ server.config[:pid] }.oldbin"
      unless old_pid == server.pid
        begin
          # SIGTTOU だと worker_processes が多いときおかしい気がする
          Process.kill :QUIT, File.read(old_pid).to_i
        rescue Errno::ENOENT, Errno::ESRCH
        end
      end
    end

    after_fork do |server, worker|
      defined?(ActiveRecord::Base) and ActiveRecord::Base.establish_connection
    end



preload_appをtrueにするとmasterプロセスの使用メモリが増えるため無料VPSの貧弱メモリ環境ではOFFにしました。通常はONでよいと思います。(参考：unicornのpreload_app - motsatのブログ)


Unicornの起動


unicorn_railsコマンドでUnicornを起動します。


$ cd /var/www/redmine
$ unicorn_rails -c config/unicorn.rb -E production -D
    -c : 設定ファイル
    -E : RAILS_ENV(デフォルトはdevelopment)
    -D : デーモンとして動作



psコマンドでmasterプロセスとworkerプロセスが動いていることを確認します。


$ ps auxf



Unicornの操作


Unicornの終了や再起動はkillコマンドによるシグナルの送信で行います。



	File: SIGNALS [Unicorn: Rack HTTP server for fast clients and Unix]

	unicornにどんなシグナル送るとどうなるのかまとめました - life.should be_happy # => 1 examples, ? failures




$ cd /var/www/redmine
終了
    $ kill -QUIT `cat tmp/pids/unicorn.pid`
再起動
    $ kill -HUP `cat tmp/pids/unicorn.pid`



nginxの設定


続いてnginxをセットアップしていきます。nginxの概要・使い方については以下のページが参考になります。



	nginx連載1回目: nginxの紹介 - インフラエンジニアway

	nginx連載2回目: nginxのインストール - インフラエンジニアway

	nginx連載3回目: nginxの設定、その1 - インフラエンジニアway

	nginx連載4回目: nginxの設定、その2 - バーチャルサーバの設定 - インフラエンジニアway

	nginx連載5回目: nginxの設定、その3 - locationディレクティブ - インフラエンジニアway

	nginx連載6回目: nginxの設定、その4 - TLS/SSLの設定 - インフラエンジニアway

	さくらVPSとnginxリバースプロクシで最速WordPressブログを作る方法（ベンチマーク付き） | さくらたんどっとびーず

	入門！ nginx - 馬鹿と天才は紙一重




Apacheの無効化


nginxのセットアップを始める前に、apacheを無効化しておきます。


$ sudo chkconfig httpd off
$ sudo service httpd stop



nginxのインストール


nginxはEPELリポジトリからインストールすることもできますが、nginxの公式リポジトリで最新版が提供されているため、こちらを利用します。


$ wget http://nginx.org/packages/centos/6/noarch/RPMS/nginx-release-centos-6-0.el6.ngx.noarch.rpm
$ sudo rpm -ivh nginx-release-centos-6-0.el6.ngx.noarch.rpm
$ cat /etc/yum.repos.d/nginx.repo
    # nginx.repo

    [nginx]
    name=nginx repo
    baseurl=http://nginx.org/packages/centos/6/$basearch/
    gpgcheck=0
    enabled=1
$ sudo yum install nginx
$ sudo service nginx start



サービス起動後、ブラウザからアクセスすると初期ページが確認できます。


[image: nginx 初期画面]



nginxの設定確認


標準の設定ファイルは以下の場所にあります。内容をひと通り確認しておきましょう。


$ cat /etc/nginx/nginx.conf
$ cat /etc/nginx/conf.d/default.conf



nginxのUnicorn連携設定


nginxの設定ファイルを変更して、静的ファイル以外はリバースプロキシでUnicornのソケットへ通信を通すようにします。設定内容は以下のページを参考にしました。



	Class: Unicorn::Configurator(nginx.conf)

	nginx + unicorn + Rails on Mac - Aerialarts




なお、「unicorn-redmine」としている部分(2箇所)は、ドメイン名等に関係なく任意の名前を付けることができます。


$ cd /etc/nginx/conf.d/
$ sudo cp -p default.conf default.conf.bak
$ sudo vim default.conf
    upstream unicorn-redmine {
        server unix:/var/www/redmine/tmp/sockets/unicorn.sock fail_timeout=0;
    }
    server {
        listen       80;
        server_name  localhost;

        ～中略～

        #location / {
        #    root   /usr/share/nginx/html;
        #    index  index.html index.htm;
        #}

        location / {
            root   /var/www/redmine/public;
            index  index.html index.htm;

            if (-f $request_filename) { break; }
            proxy_set_header X-Real-IP  $remote_addr;
            proxy_set_header X-Forwarded-For $proxy_add_x_forwarded_for;
            proxy_set_header Host $http_host;
            proxy_pass http://unicorn-redmine;
        }

        ～中略～

    }



設定ファイルの構文をチェックし、nginxを再起動します。


$ sudo nginx -t
$ sudo service nginx restart



ブラウザからアクセスして動作を確認します。


[image: Redmine 初期画面]



Unicorn起動スクリプトの作成と実行ユーザの設定


運用にあたり、少し追加の設定をしておきます。


Unicorn起動スクリプト


Unicornの起動スクリプトを作成して、OS起動時に自動的にUnicornが起動するようにしましょう。また、これによりserviceコマンドでUnicornの操作が可能になります。


起動スクリプトは以下のページを参考にしました。



	redmine を apache, mysql, unicorn, rvm を用いて動かす - 飽きっぽいITエンジニアのブログ




$ sudo vim /etc/init.d/unicorn_redmine
    #!/bin/bash
    #
    # unicorn_redmine Startup script for unicorn.
    #
    # chkconfig: - 85 15
    # description: redmine on unicorn start/stop script.
    #

    set -u
    set -e

    APP_NAME=redmine
    APP_ROOT="/var/www/$APP_NAME"
    CNF="$APP_ROOT/config/unicorn.rb"
    PID="$APP_ROOT/tmp/pids/unicorn.pid"
    ENV=production
    UNICORN_OPTS="-c $CNF -E $ENV -D"
    old_pid="$PID.oldbin"

    cd $APP_ROOT || exit 1

    sig () {
            test -s "$PID" && kill -$1 `cat $PID`
    }
    oldsig () {
            test -s $old_pid && kill -$1 `cat $old_pid`
    }

    case ${1-help} in
    start)
            sig 0 && echo >&2 "Already running" && exit 0
            cd $APP_ROOT ; unicorn_rails $UNICORN_OPTS
            ;;
    stop)
            sig QUIT && exit 0
            echo >&2 "Not running"
            ;;
    force-stop)
            sig TERM && exit 0
            echo >&2 "Not running"
            ;;
    restart|reload)
            sig HUP && echo reloaded OK && exit 0
            echo >&2 "Couldn't reload, starting instead"
            unicorn_rails $UNICORN_OPTS
            ;;
    upgrade)
            sig USR2 && exit 0
            echo >&2 "Couldn't upgrade, starting instead"
            unicorn_rails $UNICORN_OPTS
            ;;
    rotate)
            sig USR1 && echo rotated logs OK && exit 0
            echo >&2 "Couldn't rotate logs" && exit 1
            ;;
    *)
            echo >&2 "Usage: $0 <start|stop|restart|upgrade|rotate|force-stop>"
            exit 1
            ;;
    esac
$ sudo chmod +x /etc/init.d/unicorn_redmine
$ sudo chkconfig unicorn_redmine on
$ sudo chkconfig --list unicorn_redmine
unicorn_redmine 0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off



Unicornのワーカープロセス実行ユーザ設定


Unicornのワーカープロセス実行ユーザを設定し、指定したユーザでRedmineを実行するようにしましょう。


ユーザを追加し、Redmine関連ファイルの所有権を変更します。


$ sudo useradd -s /sbin/nologin redmine
$ sudo chown -R redmine:redmine /var/www/redmine



Unicornの設定ファイル末尾にワーカープロセス実行ユーザ・グループの指定を追加します。


$ sudo vim /var/www/redmine/config/unicorn.rb
    user 'redmine', 'redmine'



Unicornの再起動


Unicornを再起動してserviceコマンドが使用できることと、ワーカープロセスの実行ユーザが変更されたことを確認します。


$ sudo service unicorn_redmine stop
$ sudo service unicorn_redmine start
$ ps auxf



以上でnginxとUnicornの設定は完了です。


その他参考ページ


本文中でリンクした以外の参考ページは以下のとおり。



	nginx + Unicorn を試してみた - milk1000cc

	Rails3アプリをnginx+unicornで動かしたら速すぎた - どっかのBlogの前置きのような

	nginx + unicornでrails3.1が動作する環境を作る - A Peak Never Ending !

	tDiaryを Nginx + Unicorn + さくらVPSで動かした - まちゅダイアリー(2012-05-03)

	nginxとUnicornでRackアプリを動かす - As Sloth As Possible

	unicornでダウンタイムなしに再起動する - うんたらかんたら日記

	さくらの VPS に登録してみた(4) nginx + unicorn - まゆの日記

	cocoa*life - Redmine を nginx + Unicorn で動かしてみる

	CentOS5.6 で MySQL+Nginx+Unicorn な Rails アプリを動かす - happy lie, happy life




おわりに


無事、nginx＋UnicornでRedmineを動作させることができました。HOST1FREEの無料VPS環境でも、それなりに実用的なレスポンスで使えています。


今回はひとまずRedmineをトップディレクトリで動作させましたが、最終的にはサブディレクトリで使用したいと思っています。PassengerであればRailsBaseURIなどで対応できるはずですが、nginx＋Unicornの場合どのように設定すれば良いのか、まだよく分かっていません。


nginx＋UnicornでRedmineをサブディレクトリに設置する方法について、動作確認情報等ありましたらコメントからご連絡いただけると助かります。


追記＠2012/07/30


サブディレクトリへの設置方法について確認できたため、「サブディレクトリ」編を追加しました。


連載一覧



	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 1/3 「Redmineのインストール」編

	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 2/3 「nginx＋Unicornの設定」編

	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 3/3 「サブディレクトリ」編













ナレッジエース





nginx＋UnicornでRedmineを動かす 3/3 「サブディレクトリ」編


Created at: 2012-07-30 | Tags: linux


前回の「nginx＋Unicornの設定」編ではURLのトップディレクトリでRedmineを動作させましたが、サブディレクトリで動作させる方法が確認できたため追加で紹介しておきます。


nginx＋UnicornのサブディレクトリでRedmineを動かす


nginxの設定


nginx側では単純にlocationを変更するだけです。


$ sudo vim /etc/nginx/conf.d/default.conf
    upstream unicorn-redmine {
        server unix:/var/www/redmine/tmp/sockets/unicorn.sock fail_timeout=0;
    }
    server {
        listen       80;
        server_name  localhost;

        ～中略～

        location / {
            root   /usr/share/nginx/html;
            index  index.html index.htm;
        }

        location /redmine/ {
            root   /var/www/redmine/public;
            index  index.html index.htm;

            if (-f $request_filename) { break; }
            proxy_set_header X-Real-IP  $remote_addr;
            proxy_set_header X-Forwarded-For $proxy_add_x_forwarded_for;
            proxy_set_header Host $http_host;
            proxy_pass http://unicorn-redmine;
        }

        ～中略～

    }



Redmineの設定


Redmine側で設定ファイルを2つ修正します。


$ sudo vim /var/www/redmine/config/environment.rb
    末尾に以下を追加
    ActionController::Base.relative_url_root = "/redmine"
$ sudo vim /var/www/redmine/config.ru
    以下のとおり修正
    #run RedmineApp::Application
    map ActionController::Base.relative_url_root || "/" do
      run RedmineApp::Application
    end



以上。nginxとUnicornを再起動して動作を確認します。


参考ページ



	HowTo Install Redmine in a sub-URI - Redmine

	ruby on rails - What is the replacement for ActionController::Base.relative_url_root? - Stack Overflow




おわりに


意外とあっさり解決してよかったです。これがベストな方法かどうか分かりませんが、とりあえず動作しているように見えます。


連載一覧



	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 1/3 「Redmineのインストール」編

	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 2/3 「nginx＋Unicornの設定」編

	nginx＋UnicornでRedmineを動かす 3/3 「サブディレクトリ」編













ナレッジエース





Sony Reader用にPDFを1000ページ以内で結合する


Created at: 2012-08-04 | Tags: ruby


先日楽天からkoboが発売されてだいぶ話題になっていましたが、私は以前からSonyのReader(PRS-T1)を使用しています。


Sony ReaderでPDFの自炊書籍を読む場合、書籍をフォルダに分けて管理することができないため、関連するPDFを結合した方が管理しやすくなります。


ただ、Sony ReaderにはPDFのページ数が1000ページを超えたあたりからページ送りが極端に遅くなる問題があるため、PDFを結合する際はページ数に注意しなければなりません。


今回は、コマンドラインからPDFのページ数を取得するツールと、同じくコマンドラインからPDFを結合するツールを使用し、自動的に1000ページ以内でPDFを連結するスクリプトを作成してみたので紹介します。


コマンドラインからPDFのページ数を取得


Xpdf(Linux,Windowsに対応)に含まれる「pdfinfo」コマンドを使用すると、ページ数を含むPDFの情報をコマンドラインから取得することができます。


使い方はコマンドラインから以下のように実行するだけです。


> pdfinfo.exe ファイル名.pdf
    Title:          XXXXX
    Author:         XXXXX
    CreationDate:   99/99/99 99:99:99
    Tagged:         no
    Form:           none
    Pages:          999
    Encrypted:      no
    Page size:      999 x 999 pts
    File size:      99999999 bytes
    Optimized:      no
    PDF version:    9.9



コマンドラインからPDFを結合


ConcatPDF(Windowsのみ対応)を使用してコマンドラインからPDFを結合することができます。


使い方は以下のとおりです。


> ConcatPDF.exe /outfile 出力ファイル名.pdf /add-outlines 入力ファイル名_01.pdf 入力ファイル名_02.pdf 入力ファイル名_03.pdf



「/add-outlines」オプションを指定することで、入力ファイルのファイル名(拡張子除く)を見出しとして設定することができます。


自動的に1000ページ以内でPDFを結合


上記2つのコマンドを使用し、特定フォルダ配下に用意したPDFファイル群を一括処理するRubyスクリプトを作成しました。


あくまで自分用として作ったもので、実装も雑だと思いますが、誰かの参考になるかもしれないので載せておきます。なお、使用は自己責任でお願いします。


# coding: utf-8

require 'nkf'

Encoding.default_internal = 'UTF-8'

BASE_DIR = 'C:/path/to/base dir/'
BOOKS_DIR = '01.個別PDF'
OUTPUT_DIR = '02.連結PDF'
Dir.chdir(BASE_DIR)

def directories(path)
  Dir.entries(path).map do |f|
    expand_path = File.expand_path(f, path)
    expand_path if File.directory?(expand_path)
  end[2..-1].delete_if {|v| v.nil?}
end

def files(path)
  Dir.entries(path).map do |f|
    expand_path = File.expand_path(f, path)
    expand_path if File.file?(expand_path)
  end[2..-1].delete_if {|v| v.nil?}
end

def concatpdf(pdfs, book_dir, book_count_s, book_count_e)
  book_range = ""
  if pdfs.length > 1 then
    book_range = '(' + sprintf("%02d", book_count_s) + '-' + sprintf("%02d", book_count_e) + ')'
  else
    book_range = '(' + sprintf("%02d", book_count_e) + ')'
  end
  output_filename = OUTPUT_DIR + '/' + File.basename(book_dir) + book_range + '.pdf'
  concatpdf_cmd = %Q<"C:/path/to/ConcatPDF.exe" /outfile "#{output_filename}" /add-outlines "#{pdfs.join("\" \"")}">
  print "  " + File.basename(output_filename) + " ..."
  if system(NKF.nkf('-s', concatpdf_cmd)) then
    print "OK\n"
  end
end

directories(File.expand_path(BOOKS_DIR, BASE_DIR)).each do |book_dir|
  puts "対象: " + File.basename(book_dir)
  book_count_s = 1
  book_count_e = 0
  page_count = 0
  pdfs = []
  files(File.expand_path(book_dir, BASE_DIR)).each do |pdf|
    page_count += `C:/path/to/pdfinfo.exe "#{NKF.nkf('-s', pdf)}"`.sub(/.*^Pages:\s+(\d+).*/m, '\1').to_i
    if page_count < 1000 then
      pdfs << pdf.sub(/^#{BASE_DIR}/, '')
      book_count_e += 1
    else
      concatpdf(pdfs, book_dir, book_count_s, book_count_e)
      book_count_s = book_count_e + 1
      page_count = 0
      pdfs = []
      redo
    end
  end
  if pdfs != [] then
    concatpdf(pdfs, book_dir, book_count_s, book_count_e)
  end
end



PDFファイルは以下のように配置することを想定しています。


BASE_DIR/
  01.個別PDF/
    タイトル1 全XX巻/
      タイトル1 第01巻.pdf
      タイトル1 第02巻.pdf
      ...
    タイトル2 全XX巻/
      タイトル2 第01巻.pdf
      タイトル2 第02巻.pdf
      ...
  02.連結PDF/
    タイトル1 全XX巻(01-XX).pdf
    タイトル1 全XX巻(YY-ZZ).pdf
    タイトル2 全XX巻(01-XX).pdf
    ...



参考ページ



	Sony Readerで自炊漫画を読むよ - 機械

ChainLPを使ってSony Readerに最適化されたPDFを生成する方法が紹介されています。結合元PDFの作成はこちらを参考に。

	指定したディレクトリ以下にだけあるディレクトリ一覧のパスを取得する - Ussy Diary

今回Dir.globを使おうと思ったらなぜかうまく行かなかったため、こちらのメソッドを使わせてもらいました。




おわりに


一つのPDFが1000ページを超えなければ、Sony Readerは自炊書籍のビューアとしてある程度快適です。移動中の暇つぶしなどにも役立ちます。











ナレッジエース





Sony Readerでフォルダを自動的にコレクション登録する


Created at: 2012-08-05 | Tags: goods


Sony Readerの書籍管理効率化について、昨日PDFを連結するスクリプトを作成したばかりですが、よりスマートな管理方法を見つけてしまいました。


Sony Readerではbooks.dbというSQLiteのデータベースファイルで書籍のデータが管理されており、ここにSQLのトリガを仕込むことで挙動をカスタマイズすることができるようです。


今回は、このbooks.dbに対するハックで、Sony Readerにフォルダ分けして保存した書籍を自動的にコレクションとして登録する方法を紹介します。


どのように役立つのか？


Sony Readerでは、SDカード内に自由にフォルダ分けしてPDF等を保存することができますが、書籍の一覧画面では全てフラットに表示されてしまいます。


また、一覧とは別に書籍を管理できるコレクション機能は、標準では端末や専用ソフト上からちまちまと設定しなければならず、登録作業が面倒です。


今回紹介する方法では、Sony Readerのデータベースに新たな書籍のデータが登録されるタイミングで、自動的にフォルダ名のコレクションを作成することができます。


Sony Readerでフォルダを自動的にコレクション登録する


以下のページを参考に進めます。



	SQLTrigger - Sony Reader Tips(ソニーリーダーまとめサイト/Wiki)

設定方法が載っています。情報提供者に超感謝。

	MobileRead Wiki - PRST1 Rooting and Tweaks

手順についてはこちらの説明が分かりやすいです。(※ここで使用しているSQL文はホーム画面の「最近追加された書籍」欄に「最近読んだ書籍」を表示させるためのものです。)




手順をまとめると以下のとおりです。



	SQLiteSpyをダウンロード・解凍

	PRS-T1をデータ転送モードでPCに接続

	SQLiteSpyで「File」→「Open Database」から「X:\Sony_Reader\database\books.db」を開く(Xは本体メモリのドライブ名)

	SQLiteSpyの右上の入力欄にSQL文を入力し、「Execute」→「Execute SQL」を実行

	左側のツリーから「main」→「Tables」→「books」→「Triggers」を開き、「recently_added_trigger」が追加されていることを確認

	SQLiteSpyを閉じる(SQL文を保存するか尋ねるダイアログが出るので「NO」で終了)

	SDカード内の「books.db」に対して同様にSQL文を実行




私の方で使用したSQL文はこちらです。「Sony_Reader/media/books」内に書籍データを保存しているため、上記参考ページのものを少し修正しています。


CREATE TRIGGER auto_collection_trigger AFTER INSERT ON books
WHEN new.file_path LIKE 'Sony_Reader/media/books/_%'
BEGIN
    INSERT OR IGNORE INTO collection (_id, title, source_id)
    VALUES (
        (SELECT _id FROM collection WHERE title = substr(new.file_path, 25, length(new.file_path) - length(new.file_name) - 25)),
        substr(new.file_path, 25, length(new.file_path) - length(new.file_name) - 25),
        new.source_id
    );
    INSERT INTO collections (collection_id, content_id)
    VALUES (
        (SELECT _id FROM collection WHERE title = substr(new.file_path, 25, length(new.file_path) - length(new.file_name) - 25)),
        new._id
    );
END



以降、新たに書籍が登録されるタイミンで自動的にフォルダ名のコレクションが作成されるようになります。


改造を元に戻す


本体メモリとSDカードのbooks.dbを削除すれば、自動的にbooks.dbが再生成され標準の状態に戻ります。


また、SQLiteSpyで「main」→「Tables」→「books」→「Triggers」内の「recently_added_trigger」を右クリックし、「Drop trigger」することでも元に戻せます。


おまけ：ホーム画面に最近読んだ書籍を直近4件まで表示する


参考ページに載っていた、ホーム画面の「最近追加された書籍」欄に「最近読んだ書籍」を表示させる改造も便利だったので併せて紹介しておきます。


標準ではホーム画面の「最近読んだ書籍」は1件しか表示されませんが、この改造では直近4件まで表示できるため、複数の書籍を並行して読み進める際に役立ちます。


私の方では特定フォルダ内の書籍をホーム画面に表示させないように修正して使うことにしました。(追記＠2012/08/06 recently_added_exclude_triggerを追加)


CREATE TRIGGER recently_opened_trigger AFTER UPDATE OF reading_time ON books
WHEN new.file_path NOT LIKE 'Sony_Reader/media/books/{exclude}/_%'
BEGIN
    UPDATE books SET added_date = 0 WHERE _id = new._id;
    UPDATE books SET added_date = reading_time WHERE reading_time NOT NULL AND _id <> new._id;
END

CREATE TRIGGER recently_opened_exclude_trigger AFTER UPDATE OF reading_time ON books
WHEN new.file_path LIKE 'Sony_Reader/media/books/{exclude}/_%'
BEGIN
    UPDATE books SET reading_time = added_date WHERE _id = new._id;
END

CREATE TRIGGER recently_added_exclude_trigger AFTER INSERT ON books
WHEN new.file_path LIKE 'Sony_Reader/media/books/{exclude}/_%'
BEGIN
    UPDATE books SET added_date = 0 WHERE _id = new._id;
END



おわりに


このような改造は、メーカーで想定していない使い方になると思うので、万一不具合が発生してもサポート対象外となる可能性が高いです。


PRS-T1:2.0.02.06220で動作を確認していますが、保証はできませんので、試される際は自己責任でお願いします。
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Webアプリケーションのセキュリティ対策まとめ


Created at: 2012-08-12 | Tags: book


Webアプリケーションのセキュリティ対策本として定番の「体系的に学ぶ 安全なWebアプリケーションの作り方」を読みました。


Rails等のWebアプリケーション・フレームワークやHerokuのようなPaaSの存在により、個人でもWebアプリケーションを作って公開できる環境が整いつつあります。


しかし、十分なセキュリティ対策ができるか心配で踏み出せないという人は多いのではないでしょうか。


ここでは、「体系的に学ぶ 安全なWebアプリケーションの作り方」から、具体的にどのようなセキュリティ対策を施せば良いのかという点にフォーカスして、要点をまとめたいと思います。


Webアプリケーションのセキュリティ基礎


セッション管理


URLにセッションIDや秘密情報を含めると、Referer経由で外部に漏洩し、成りすましに悪用される可能性がある。


セッションIDは十分な桁数の乱数(なるべく自作ではなくツールで提供される機能)でクッキーに保存する。


秘密情報はセッション変数に保存する。


クッキー


セッションやサーバをまたがって情報を保存する必要がある場合(セッションIDなど)のみクッキーを使用する。


クッキーはデータ量に制限があることや、利用者が参照・変更できてしまうことから、上記以外はセッション変数を使用する。


クッキーの属性設定


Domain属性



	クッキーを複数のサーバに送信させたい場合のみ設定する

	通常は設定しない




HttpOnly属性



	JavaScriptからクッキーへのアクセスを禁止する

	JavaScriptからのアクセスが必要がない場合、常に設定するのが望ましい




Secure属性



	HTTPSの場合のみクッキーをサーバに送信する

	セッションIDなどの秘密情報の盗聴を防ぐため、常に設定するのが望ましい




HTTPとHTTPSのページが混在しており、セッションIDを保存したクッキーにセキュア属性が付けられない場合、セキュア属性付きのトークンを別途発行して、HTTPSページでのセッションハイジャックを防止する方法がある。


入力処理


入力値に対して以下の処理を行う。



	文字コードを使った攻撃を防ぐため、エンコーディングの妥当性を検証する

(開発言語毎の関数を使用)

	必要に応じてエンコーディングを変換する

(開発言語毎の関数を使用)

	入力値の妥当性を検証する

(正規表現を使用)




正規表現の先頭と末尾は「^」「$」ではなく「\A」と「\z」で示す。(「$」は改行にマッチするため不具合が生じる場合がある)


ブラウザ上で変更できない値(ラジオボタンの選択値、hiddenパラメータなど)もツールによって書き換え可能なので注意する。


全てのパラメータについて最大文字数を仕様として定義する。


文字エンコーディングの中ではUTF-8がもっとも扱いやすく安全な方式。「尾骶骨」という3文字をデータベースに登録した後画面に表示させることで、データベースが一貫してUnicodeで設定されているか確認することができる。


Webアプリケーションの脆弱性別対策


XSS対策


HTML要素の内容は以下のエスケープを行う。


< → &lt;
& → &amp;



HTML属性値はダブルクォートで囲い、以下のエスケープを行う。


< → &lt;
" → &quot;
& → &amp;



JavaScript文字列リテラルは以下のエスケープを行い、さらにHTMLエスケープする。


\    → \\
'    → \'
"    → \"
改行 → \n



URLをプログラムで生成する場合は、「http」「https」「/」で始まるURLのみを許可する。


SQLインジェクション対策


静的プレースホルダを使用してSQLを実行する。


詳細なエラーメッセージを抑止することで、万一SQLインジェクション脆弱性の対策漏れがあっても、被害にあいにくくすることができる。


データベースユーザに対しては、必要最小限な権限のみを与える。


CSRF対策


第三者に予測不可能なトークンを要求することにより、CSRF攻撃を防ぐことができる。


推測可能なセッションIDによる脆弱性を作りこまないためには、セッション管理機構を自作せず、実績のある言語やミドルウェアが提供するセッション管理機構を使用する。


他に、利用者の意図したリクエストであることを確認する方法として、パスワードの再入力を求める方法がある。


セッションIDの固定化攻撃対策


認証後にセッションIDを変更する。


セッションIDを明示的に変更できない場合は、認証後にトークンを生成してクッキーとセッション変数の両方に記憶させ、以降これを比較する。


HTTPヘッダ・インジェクション対策


HTTPヘッダの出力部分を手作りせず、ヘッダ出力用のライブラリやAPIを利用する。


文字列中に改行コードが含まれている場合は、エラーとして処理を中止する。


メールヘッダ・インジェクション対策


メール送信にsendmailコマンドなどではなく、専用のライブラリを使用する。


文字列中に改行コードが含まれている場合は、エラーとして処理を中止する。


ディレクトリ・トラバーサル対策


ファイル名を外部から指定することを避ける。


ファイル名の文字種を英数字に限定する。


意図しないファイル公開対策


非公開ファイルを公開ディレクトリに置かない。


サーバの設定でディレクトリ・リスティングを無効にする


httpd.conf 設定例
    <Directory パス指定>
        Options -Indexes その他のオプション
        その他の設定
    </Directory>

.htaccess 設定例
    Options -Indexes



ファイルの閲覧を禁止する。


.htaccess 設定例
    <Files "*.txt">
        deny from all
    </Files>



OSコマンド・インジェクション対策


OSコマンドを呼び出さない。(シェルを呼び出せる機能を利用しない)


コマンドラインにパラメータを渡さない。


アップロード機能に対するDoS攻撃対策


サーバの設定でリクエストボディサイズを絞る。


httpd.conf 設定例
    LimitRequestBody 102400



アップロードファイルによるスクリプト実行対策


アップロードされたファイルは公開ディレクトリにおかず、スクリプト経由で閲覧させる。


アップロードできるファイルの拡張子を制限する。


ファイルダウンロードによるXSS脆弱性対策


ファイルアップロード時の対策



	拡張子が許可されたものかチェック

	画像の場合は、マジックバイト(ファイルの識別に使用できる固定先頭文字列)を確認




IE7以前ではContent-Typeとマジックバイトが一致しない場合、ファイルタイプの判定でファイルの中身が優先され、画像に偽装したHTMLやJavaScriptが実行される可能性がある。


このため、拡張子に対応する正しいマジックバイトが設定されていることを確認する必要がある。


ファイルダウンロード時の対策



	Content-Typeを正しく設定する

	画像の場合は、マジックバイトを確認




または、以下のヘッダを設定してアプリケーションで開かずダウンロードさせる方法がある。


Content-Disposition: attachment
Content-Type: application/octet-stream



evalインジェクション対策


evalを使わない。


evalの引数に外部からのパラメータを使わない。


外部からのパラメータを英数字に制限する。


ヌルバイト攻撃対策


入力値に制御文字が混入していないことを確認する。


正規表現では[:^cntrl:]というPOSIX文字クラスにより制御文字以外という指定が可能。


textarea要素では/\A[\r\n\r[:^cntrl:]]{1,400}\z/のようにして改行・タブを許可することができる。


ハッシュ解読対策


パスワードなどをハッシュで保存する場合、ハッシュを生成する元データに文字列(ソルト)を追加する。


これによりパスワードを長くするとともに、ソルトをユーザ毎に異なるものにすることで、パスワードが同じでも異なるハッシュ値が生成されるようになる。


ソルトにはユーザIDを使用すると、別途ソルトを保存する必要がなく便利。


権限書き換え対策


権限情報はセッション変数に保持することで、利用者によって書き換えられないようにする。


処理や表示の直前に権限の確認をする。


メールの第三者への送信予防


メールアドレスを登録・変更する際には、メールを利用者自信が受信できることを確認する。


確認方法として以下の2種類がある。(フィッシング予防の観点から、後者の方が望ましい)



	メールにトークン付きURLを記載し、そのURLから処理を継続する

	メールにトークンを記載し、トークンを画面に入力させる




通信の盗聴・改ざん対策


HTTPSのページでは、画像やCSS、JavaScriptなども改ざんを防ぐためHTTPSで指定する。


一つのページにHTTPとHTTPSが混在していると、ブラウザによってはアラートメッセージが表示される。(例：「このページにはセキュリティで保護されている項目と保護されていない項目が含まれています。保護されていない項目を表示しますか？」)


イスラエルのStartComという企業は、無料のサーバー証明書を発行している。


関連ページ



	「安全なWebアプリケーションの作り方」電子書籍版9月28日（水）販売開始します - ockeghem(徳丸浩)の日記

電子書籍版も販売されているようです。

	404 Blog Not Found:これで最低限! - 書評 - 体系的に学ぶ 安全なWebアプリケーションの作り方

Dan氏も太鼓判。

	[書籍]体系的に学ぶ 安全なWebアプリケーションの作り方: あるＳＥのつぶやき

IPA 発行の「安全なウェブサイトの作り方」「安全なSQLの呼び出し方」へのリンクあり。




おわりに


「体系的に学ぶ 安全なWebアプリケーションの作り方」では、このほか脆弱性の原理や攻撃手法についても詳しく解説されています。


ただ、なにぶん分厚くて、すべてを覚えるのは大変なので、チートシートのようなものが作れればよいなと思い、本記事では対策部分を中心にまとめました。


なお、ここでの内容はあくまで私個人が気になった点についてまとめたもので、書籍の内容を網羅したものではないのでご注意下さい。
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EPUB3の作り方


Created at: 2012-08-18 | Tags: epub3


EPUB3はIDPF(国際電子出版協会)が制定している電子書籍のフォーマットです。


EPUB3ファイル(.epub)の実態はXHTML、CSS、画像などがzipでパッケージングされたものです。このため、ウェブ制作の知識があれば比較的簡単に電子書籍を作ることができます。


ここでは、テキストエディタとzip圧縮ツールを使って、ごく基本的なEPUB3電子書籍を作る方法を紹介します。


EPUB3のディレクトリ構造


EPUB3の基本的なディレクトリ構造は以下のとおりです。(日本語名の部分は適宜変更する前提です。)


ドキュメントルート
    mimetype              : .epubファイルのMIMEタイプを示す(必須)
    META-INF/
        container.xml     : .opfの格納されている場所を示す(必須)
    フォルダ名/
        ファイル名.opf    : 書誌情報、全ファイルの場所、掲載順を示す(必須)
        nav.xhtml         : 目次(必須)
        cover.xhtml       : 表紙
        コンテンツ1.xhtml : コンテンツドキュメント
        コンテンツ2.xhtml : コンテンツドキュメント
        images/
            画像ファイル名.jpg
        css/
            style.css     : スタイルシート



「フォルダ名」の部分は自由に設定できますが、EPUB2から慣例的に「OEBPS」が使用されることが多いようです。


EPUB3の構成ファイル


それでは、各ファイルの内容を確認していきましょう。なお、日本語を含むファイルは全てUTF-8で保存する必要があります。


mimetype


.epubファイルのMIMEタイプを示す必須ファイルです。下記1行を記入します。


application/epub+zip



META-INF/container.xml


パッケージドキュメント(.opf)の格納されている場所を示す必須ファイルです。full-pathの値を構成に合わせて変更します。


<?xml version="1.0"?>
<container version="1.0" xmlns="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:container">
    <rootfiles>
        <rootfile full-path="OEBPS/ファイル名.opf" media-type="application/oebps-package+xml" />
    </rootfiles>
</container>



OEBPS/ファイル名.opf


書籍の情報をまとめたパッケージドキュメントです。「書誌情報」、「全ファイルの場所」、「コンテンツの掲載順」が含まれ、EPUB3の根幹となるファイルです。


<?xml version="1.0"?>
<package version="3.0" xmlns="http://www.idpf.org/2007/opf" unique-identifier="BookID">
    <!-- 書誌情報 -->
    <metadata xmlns:dc="http://purl.org/dc/elements/1.1/">
        <!-- 必須 -->
        <dc:title>書誌タイトル</dc:title>
        <dc:identifier id="BookID">識別子(任意フォーマット)</dc:identifier>
        <dc:language>ja</dc:language>
        <meta property="dcterms:modified">YYYY-MM-DDT12:00:00Z</meta><!-- 最終更新日 -->
        <!-- オプション -->
        <dc:date>YYYY-MM-DDT12:00:00Z</dc:date><!-- 発行日 -->
        <dc:creator>著者名</dc:creator>
        <dc:publisher>発行元</dc:publisher>
    </metadata>
    <!-- 全ファイルの場所 -->
    <manifest>
        <!-- 必須 -->
        <item id="toc" properties="nav" href="nav.xhtml" media-type="application/xhtml+xml" />
        <!-- オプション -->
        <item id="coverpage" href="cover.xhtml" media-type="application/xhtml+xml" />
        <item id="stylesheet" href="css/style.css" media-type="text/css" />
        <item id="コンテンツ1" href="コンテンツ1.xhtml" media-type="application/xhtml+xml" />
        <item id="コンテンツ2" href="コンテンツ2.xhtml" media-type="application/xhtml+xml" />
    </manifest>
    <!-- コンテンツの掲載順 -->
    <spine page-progression-direction="ltr">
        <itemref idref="coverpage" linear="yes" />
        <itemref idref="toc" linear="yes" />
        <itemref idref="コンテンツ1" linear="yes" />
        <itemref idref="コンテンツ2" linear="yes" />
    </spine>
</package>



OEBPS/nav.xhtml


目次として表示されるページです。HTML5で記述します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE html>
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xmlns:epub="http://www.idpf.org/2007/ops" lang="ja" xml:lang="ja">
    <head>
        <title></title>
    </head>
    <body>
        <section class="frontmatter TableOfContents">
            <nav epub:type="toc" id="toc">
                <h1>目次</h1>
                <ol>
                    <li><a href="コンテンツ1.xhtml">コンテンツタイトル1</a></li>
                    <li><a href="コンテンツ2.xhtml">コンテンツタイトル2</a></li>
                </ol>
            </nav>
        </section>
    </body>
</html>



OEBPS/cover.xhtml


表紙として表示されるページです。HTML5で記述します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE html>
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xmlns:epub="http://www.idpf.org/2007/ops" lang="ja" xml:lang="ja">
    <head></head>
    <body>
        <h1>書籍タイトル</h1>
        <h2>サブタイトル</h2>
        <p>著者名</p>
    </body>
</html>



OEBPS/コンテンツ1.xhtml


書籍の本文となるコンテンツです。HTML5で記述します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE html>
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xmlns:epub="http://www.idpf.org/2007/ops" lang="ja" xml:lang="ja">
    <head>
        <title>コンテンツタイトル</title>
        <link rel="stylesheet" href="css/style.css" type="text/css" />
    </head>
    <body>
        <h1>コンテンツタイトル</h1>
        <p>本文</p>
    </body>
</html>



OEBPS/css/style.css


スタイルシートです。以下はフォントを指定する例です。


body {
    /* ゴシック体 */
    font-family: sans-serif;
}



EPUB3のパッケージング


構成ファイルが用意できたら、.epubとしてパッケージングします。


.epubファイルがzip圧縮されたファイルであるということは有名ですが、実のところ単純に全てのファイルをzip圧縮しただけだとEPUB3のリーダで正しく開けないため注意が必要です。


EPUB3では、mimetypeファイルのみ非圧縮の状態でzip化するよう定められています。


このため、少々面倒ですがコマンドラインから実行できるzip圧縮ツールのinfo-zipを使用してパッケージングを行います。「Downloads」下部のftp.info-zip.orgから「zip300xn.zip」をダウンロード・解凍し、PATHを通しておきます。


実行するコマンドは以下のとおりです。


> cd path\to\ドキュメントルート
> zip -0 -X ../ファイル名.epub mimetype
  →圧縮率0、ヘッダ追加なしでmimetypeをアーカイブ
> zip -r ../ファイル名.epub * -x mimetype
  →カレントディレクトリ配下のファイル(mimetypeは除外)をアーカイブに追加



EPUB3ファイルの閲覧


PC上で.epubファイルの表示を確認したい場合、以下のツールが使えます。



	espur(エスパー):縦書き用電子書籍リーダー/eBook Reader for EPUB3

WebKitベースのEPUB3リーダ

	AZARDI@IGP

GeckoベースのEPUB3リーダ

	Adobe - Digital Editions

Adobe製EPUB3リーダ




Javaベースの文法チェッカーも存在するようです。



	epubcheck - Validation tool for EPUB - Google Project Hosting




参考書籍



	EPUB 3 スタンダード・デザインガイド

今回の内容はこちらの書籍を参考にさせていただきました。




おわりに


EPUB3による電子書籍の作成は、構成の決まりが分かってしまえばそれほど難しいことはありません。ただ、コンテンツが多くなると.opfや目次に手作業で項目を列挙していくのは面倒です。


次回は、Ruby製静的CMSのnanocを使ってEPUB3のオーサリングを行う方法を紹介します。











ナレッジエース





nanocでブログをEPUB3電子書籍化する


Created at: 2012-08-19 | Tags: nanoc


このブログはRuby製静的CMSのnanocで構築しています。nanocについて詳しくは「nanoc導入メモ」をご覧ください。


nanocは本来、静的Webサイトを構築するためのツールですが、使い方次第ではEPUB3フォーマットでの電子書籍の生成に活用することができます。


これにより、面倒な目次の生成などは自動化し、haml・sassでレイアウトを定義してmarkdownでEPUB3を作るということが可能になります。


今回は、nanocで作成したブログをEPUB3化する際のポイントについて紹介します。


EPUB3出力用nanocサイトの作成


EPUB3出力用のサイトを新規に作成します。


> nanoc create EPUB3出力用サイト名



config.yamlの設定


config.yamlは既存サイトのものをそのまま流用します。


Rulesの設定


Rulesファイルでポイントになるのは、ファイルのルーティング設定です。mimetypeや.opfが正しいファイル名で出力されるよう設定します。


～中略～
route '/mimetype' do
  '/mimetype'
end
route '/OEBPS/package' do
  '/OEBPS/package.opf'
end
route '/OEBPS/toc' do
  '/OEBPS/toc.ncx'
end

route '*' do
  if item.binary?
    item.identifier.chop + '.' + item[:extension]
  else
    case item[:extension]
      when 'sass'
        item.identifier.chop + '.css'
      when 'css'
        item.identifier.chop + '.css'
      when 'js'
        item.identifier.chop + '.js'
      when 'xml'
        item.identifier.chop + '.xml'
      else
        item.identifier.chop + '.xhtml'
    end
  end
end
～中略～



lib/default.rbの設定


ブログのコンテンツをEPUB3化するにあたり、不要なタグ等を除去するフィルタを追加します。以下はiframeタグを除去する例です。


～中略～
class Epub3Filter < Nanoc::Filter
  identifier :epub3_filter

  def run(content, params={})
    mod_content = mod_content.gsub(/^<iframe .*?<\/iframe>/, '')
  end
end
～中略～



EPUB3出力用nanocコンテンツの作成


「EPUB3の作り方」で書いた内容に相当するコンテンツを作成します。


「content/mimetype」と「content/META-INF/container.xml」は前記事内容のまま使用できるため説明を省略します。


content/OEBPS/package.hamlの作成


.opfファイルとして出力するためのものです。


!!! XML
%package{"unique-identifier" => "BookID", :version => "3.0", :xmlns => "http://www.idpf.org/2007/opf"}
  %metadata{"xmlns:dc" => "http://purl.org/dc/elements/1.1/"}
    %dc:title= "#{@config[:title]}"
    %dc:identifier#BookID= @config[:base_url].sub(/^http:\/\//,'')
    %dc:language ja
    %meta{:property => "dcterms:modified"}= "#{sorted_articles.first[:created_at]}T12:00:00Z"
    %dc:date= "#{sorted_articles.first[:created_at]}T12:00:00Z"
    %dc:creator= @config[:author_name]
    %dc:publisher= @config[:author_uri]
  %manifest
    %item#nav{:href => "contents.xhtml", "media-type" => "application/xhtml+xml", :properties => "nav"}/
    %item#coverpage{:href => "cover.xhtml", "media-type" => "application/xhtml+xml"}/
    %item#ncx{:href => "toc.ncx", "media-type" => "application/x-dtbncx+xml"}/
    %item#stylesheet{:href => "stylesheets/style.css", "media-type" => "text/css"}/
    - sorted_articles.reverse.each do |article|
      = %Q[<item id="article_#{article.identifier.sub(/^\/OEBPS\/articles\/(.*)\//, '\1')}" href="#{article.path.sub(/^\/OEBPS\//,'')}" media-type="application/xhtml+xml" />]
  %spine{"page-progression-direction" => "ltr", "toc" => "ncx"}
    %itemref{:idref => "coverpage", :linear => "yes"}/
    %itemref{:idref => "nav", :linear => "yes"}/
    - sorted_articles.reverse.each do |article|
      = %Q[<itemref idref="article_#{article.identifier.sub(/^\/OEBPS\/articles\/(.*)\//, '\1')}" linear="yes" />]



content/OEBPS/cover.hamlの作成


表紙です。


!!! XML
!!! 5
%html{:lang => "ja", "xml:lang" => "ja", :xmlns => "http://www.w3.org/1999/xhtml", "xmlns:epub" => "http://www.idpf.org/2007/ops"}
  %head
    %title= "#{@config[:title]}"
    %link{:href => "stylesheets/style.css", :rel => "stylesheet", :type => "text/css"}/
  %body
    #cover
      %h1
        = @config[:title]
      %h2
        = "#{sorted_articles.last[:created_at]} ～ #{sorted_articles.first[:created_at]}"
        %br/
        = "全#{sorted_articles.count}件"
      %p
        Author : #{@config[:author_name]}
        %br/
        #{@config[:author_uri]}



content/OEBPS/contents.hamlの作成


EPUB3の目次です。


!!! XML
!!! 5
%html{:lang => "ja", "xml:lang" => "ja", :xmlns => "http://www.w3.org/1999/xhtml", "xmlns:epub" => "http://www.idpf.org/2007/ops"}
  %head
    %title= "#{@config[:title]}"
    %link{:href => "stylesheets/style.css", :rel => "stylesheet", :type => "text/css"}/
  %body
    %nav#toc{"epub:type" => "toc"}
      %h1 目次
      %ul
        %li= link_to("表紙", "cover.xhtml")
        %li= link_to("目次", "contents.xhtml")
      - grouped_articles.reverse.each do |yearmonth, articles_this_month|
        %h2= "#{yearmonth.first}年#{yearmonth.last}月"
        %ul
          - articles_this_month.reverse.each do |article|
            %li
              %span= "#{Time.parse(article[:created_at]).strftime("%d日")}"
              = link_to("#{article[:title]}", article.path.sub(/^\/OEBPS\//,''))



content/OEBPS/toc.hamlの作成


EPUB2互換の目次です。(Sony Readerでの目次機能にはこれが必要)


!!! XML
! <!DOCTYPE ncx PUBLIC "-//NISO//DTD ncx 2005-1//EN" "http://www.daisy.org/z3986/2005/ncx-2005-1.dtd">
%ncx{:version => "2005-1", :xmlns => "http://www.daisy.org/z3986/2005/ncx/"}
  %head
    %meta{:content => "#{@config[:base_url].sub(/^http:\/\//,'')}", :name => "dtb:uid"}/
    %meta{:content => "1", :name => "dtb:depth"}/
    %meta{:content => "0", :name => "dtb:totalPageCount"}/
    %meta{:content => "0", :name => "dtb:maxPageNumber"}/
  %docTitle
    %text= @config[:title]
  %navMap
    %navPoint{:id => "cover", :playOrder => "1"}
      %navLabel
        %text= "表紙"
      %content{:src => "cover.xhtml"}/
    %navPoint{:id => "nav", :playOrder => "2"}
      %navLabel
        %text= "目次"
      %content{:src => "contents.xhtml"}/
    - sorted_articles.reverse.each_with_index do |article, i|
      %navPoint{:id => "article_#{article.identifier.sub(/^\/OEBPS\/articles\/(.*)\//, '\1')}", :playOrder => "#{i + 3}"}
        %navLabel
          %text= "#{article[:created_at]} #{article[:title]}"
        %content{:src => "#{article.path.sub(/^\/OEBPS\//,'')}"}/



content/OEBPS/articles/の作成


記事本文の.mkdファイルを配置します。


content/OEBPS/images/の作成


記事本文で使用する画像ファイルを配置します。


content/OEBPS/stylesheets/style.sassの作成


スタイルシートです。


#cover
  :font-family sans-serif
  :text-align center
  :border 3px double #000
  :margin 2em 1em
  :padding 0.5em
#page
  h3
    :border-left 6px solid #EB538C
    :border-right 6px solid #EB538C
    :border-top 1px solid #EB538C
    :border-bottom 1px solid #EB538C
    :padding 3px 4px
  h4
    :border-left 4px solid #1BE497
    :padding 3px 3px
  h5
    :display inline
    :border-left 2px solid #666
    :border-right 2px solid #666
    :background-color #F3F3F3
    :padding 2px 5px
  pre
    :font-family monospace, sans-serif
    :font-size small
    :line-height 95%
    :color #fff
    :background-color #333
    :margin 0 1em
    :padding 5px
    :word-wrap break-word
#page h1
  :display none



layouts/default.hamlの作成


記事本文表示用のレイアウトです。


!!! XML
!!! 5
%html{:lang => "ja", "xml:lang" => "ja", :xmlns => "http://www.w3.org/1999/xhtml", "xmlns:epub" => "http://www.idpf.org/2007/ops"}
  %head
    %title= "#{@item[:title]}"
    %link{:href => "../stylesheets/style.css", :rel => "stylesheet", :type => "text/css"}/
  %body
    #page
      #header
        %h1= "#{@config[:title]}"
      #section
        #article
          %h2= "#{@item[:title]}"
          %p.article_meta
            Created at: #{"#{@item[:created_at]}"} | Tags: #{"#{tags_for(@item, {:base_url => "http://n.blueblack.net/tags/index.html#"})}"}
          = yield



EPUB3出力用.batファイルの作成


コンテンツが用意できたらnanocサイトのコンパイルと、.epubファイルのパッケージングを行います。この作業は修正の度に繰り返し実行することになるため、.bat化しておくと便利です。


tools/nanoc_compile.batの作成


cd "C:\path\to\nanoc_site"
cmd /C nanoc compile
pause
del "C:\path\to\nanoc_site\book.epub"
cd "C:\path\to\nanoc_site\output"
zip -0 -X ../book.epub mimetype
zip -r ../book.epub * -x mimetype
pause



おわりに


上記手順により、本ブログの現在までの記事をEPUB3化しました。以下からダウンロードして全記事を読むことができます。なお、本ファイルの再配布は禁止します。



	ナレッジエース(電子書籍版) 2012-05-03 ～ 2012-08-19




Sony Reader(PRS-T1:2.0.02.06220)で表示確認していますが、リーダによっては不具合が出るかもしれないので自己責任で使用して下さい。


既知の問題として、Sony Readerでは<pre><code>タグ内のコードが改行されず、画面に収まらない行末の部分が隠れてしまいます。CSSでの対処法等分かれば教えてもらえると助かります。


追記＠2012-08-29


以下のとおり修正しました。



	dc:identifier、idを修正(無効な文字、先頭の数字など)

	目次に「表紙」「目次」を追加

	EPUB2互換(toc.ncx)によるSony Readerの目次表示に対応

	記事のxhtml出力先をOEBPS直下からarticles配下に変更

	.opfファイル名をbook.opfからpackage.opfに変更

	EPUB3目次ファイル名をnav.xhtmlからcontents.xhtmlに変更










